
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 神戸学院大学 
設置者名 学校法人神戸学院 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

法学部 法律学科 
夜 ・

通信 

20 

  20 13  

経済学部 経済学科 
夜 ・

通信 
  20 13  

経営学部 経営学科 
夜 ・

通信 
  20 13  

人文学部 人文学科 
夜 ・

通信 
  20 13  

心理学部 心理学科 
夜 ・

通信 
  20 13  

現代社会学部 

現代社会学科 
夜 ・

通信 
 

 20 13  

社会防災学科 
夜 ・

通信 
 20 13  

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 

夜 ・

通信 
  20 13  

総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 

学部 

理学療法学科 
夜 ・

通信 

 

 20 13  

作業療法学科 
夜 ・

通信 
 20 13  

社会ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 

学科 

夜 ・

通信 
 20 13  

栄養学部 

栄養学科（管理栄

養学専攻） 

夜 ・

通信 
 

 20 13  

栄養学科（臨床検

査学専攻） 

夜 ・

通信 
 20 13  

薬学部 薬学科 
夜 ・

通信 
  20 19  

（備考） 

 

 



  

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/syllabus/syllabus/index.html 

学生に対しては、学内システムを通じてシラバス（授業計画）を公開しており、「シ

ラバス照会」のシラバス検索「キーワード」欄にて「実務経験」などで検索可能であ

る。 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 該当なし 

（困難である理由） 

 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/syllabus/syllabus/index.html


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 神戸学院大学 
設置者名 学校法人神戸学院 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.kobegakuin.ac.jp/foundation/about/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 会社役員 
2024.4.1 ～

2027.3.31 

理事長 

（法人の統括） 

常勤 一般社団法人 支部長 
2024.4.1 ～

2027.3.31 
常務理事 

（備考）学外者である理事 8名 

 

  

https://www.kobegakuin.ac.jp/foundation/about/


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 神戸学院大学 

設置者名 学校法人神戸学院 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・学士課程における授業計画書（シラバス）の作成過程について、本学では、シラバ

スの項目や記入方法を全学的に統一している。具体的には、「シラバス作成マニュア

ル」を全教育職員に配付し、シラバスの質保証に努めている。 

作成したシラバスは、「シラバス第三者チェック」にかかることになる。具体的に

は、各学部等が指定するチェック担当教員によって、自学部等の科目のシラバスの記

載内容が適切であるかどうかを確認し、その結果、改善を要するものは、当該授業担

当教員が修正している。 

・授業計画の作成・公表時期について、本学では、次年度のシラバスを毎年 11月から

翌年 1 月頃までにかけて作成し、3 月に教務センターが実施する学部生向けの「履修

ガイダンス」に先だって、あらかじめ広く一般に公表している。 

授業計画書の公表方法 https://www.kobegakuin.ac.jp/information/syllabus/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

・単位授与又は履修認定の厳格かつ適正な実施状況について、本学では「学則」およ

び「学科目履修規則」において、各授業科目の単位、授業科目履修方法、履修科目修

了の認定、履修成績等について定めるとともに、「シラバス（授業計画）」の「提出課

題など」と「成績評価方法・基準」において、各授業科目の成績評価に関する事項を

あらかじめ公表している。 

具体的な成績評価方法については、「授業中の質疑・発表」、「小テスト」、「中間テス

ト」、「レポート」、「定期試験」等とし、その評価は、秀（90点以上）、優（80点以上

90点未満）、良（70 点以上 80点未満）、可（60点以上 70点未満）、不可（60点未満）

をもって表示し、秀、優、良、可を合格、不可を不合格としている。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

・ＧＰＡ等の客観的な指標の具体的な内容について、本学では「全学共通ＧＰＡ」を

制定している。具体的には、秀＝Ｓ（4 点）、優＝Ａ（3 点）、良＝Ｂ（2 点）、可＝Ｃ

（1点）、不可＝Ｄ（0点）、無評価＝／（0点）をＧＰ（Grade Point）とし、以下の

式を用いて「全学共通ＧＰＡ」を算出している。 

{（4×Ｓの修得単位数）＋（3×Ａの修得単位数）＋（2×Ｂの修得単位数）＋（1×Ｃ

の修得単位数）}÷履修したすべての科目の単位数の合計（Ｓ＋Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋／） 

・客観的な指標の適切な実施状況について、本学では、上記した「全学共通ＧＰＡ」

を公式ホームページにて公表し、且つ学生に向けては「履修の手引」にも同様の内容

を掲載することで、算出方法や学内外での利用方法について周知を図っている。また、

「学科目履修規則」において、学生が、定められた期間に履修取消申請をし、許可さ

れた場合や、病気等により長期欠席となり履修中止申請をし、許可された場合は、履

修登録を取り消すことができる旨を規定している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.kobegakuin.ac.jp/information/public/eval

uation_gpa.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

・卒業の認定に関する方針の具体的な内容について、本学では「学則」、「学位規則」

及び「学科目履修規則」に則り卒業認定を行っている。また、卒業の認定方針につい

ては、全学の「ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）」を定め、その下

にすべての学部学科等のポリシーを定めている。 

具体的には、「学位規則」に、学士の学位を授与するものを定め、その方針を全学お

よび学部学科等の「ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）」にて明示し

ている。当該方針は、本学公式ホームページにて公表し、且つ学生に向けては「履修

の手引」にも同様の内容を掲載することで周知を図っている。 

・卒業の認定に関する方針の適切な実施状況について、本学では、上記した方針をカ

リキュラムに反映するため、「学則」および「学科目履修規則」において、卒業に必要

な要件である科目数と単位数を定めている。また、学生の卒業及び学位の授与は「学

則」に基づき、学長が決定を行う。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/pol

icy/diploma.html 
 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 神戸学院大学 

設置者名 学校法人神戸学院 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/financial/ 
収支計算書又

は損益計算書 
https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/financial/ 

財産目録 https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/financial/ 
事業報告書 https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/financial/ 
監事による監

査報告（書） 
https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/financial/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：2024（令和 6）年度事業計画書 対象年度：2024 年度） 

公表方法：https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/financial/ 

中長期計画（名称：第 3次中期行動計画（2023-2027）対象年度：2023年度-2027 年度） 

公表方法：https://www.kobegakuin.ac.jp/foundation/data/middle/ 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.kobegakuin.ac.jp/information/evaluation/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.kobegakuin.ac.jp/information/evaluation/ 

 

  

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/financial/
https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/financial/
https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/financial/
https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/financial/
https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/financial/
https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/financial/
https://www.kobegakuin.ac.jp/information/evaluation/
https://www.kobegakuin.ac.jp/information/evaluation/


  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 法学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/public/） 

（概要）法学部法律学科の目的は、法化社会、国際化社会の時代に対応した法律学と政治

学の研究教育を行い、法的 素養を身につけた職業人、そして国内外の公共的事柄に関心と

責任感を持つた市民を養成することとする。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/diploma.html） 

（概要） 

1.知識・理解 

法の理念および現実の社会における法の運用を踏まえて、法および政治について体系的に

学修し、法化社会・国際化社会に対応した法的素養を身につけている。 

2.汎用的技能 

社会における各種の問題について、その要点を把握し、必要な情報を収集・分析して、法

的思考に基づいた説得力ある解決指針を示すことができる。  

3.志向性 

地域社会から国際社会に至る国内外の公共的事柄に関心と責任感を持ち、公平性と客観性

を重視した判断および行動ができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/curriculum.html） 

（概要） 

法学部では、「ディプロマ・ポリシー」に定めた教育目標を達成し、法的思考力（リーガ

ルマインド）や政治学・国際関係の素養を生かして社会のさまざまな分野で活躍・貢献で

きる人材を育成するために、以下のカリキュラムの方針に基づいて教育を実践します。 

全般的方針 

１・２年次は、専門知識と専門的思考力の基礎を固めるとともに、将来の進路について目

標を探る期間とする。３・４年次は、専門知識と思考力を深化させ、応用力を修得すると

ともに、将来の進路目標を実現することを目指す。 

具体的方針 

1.共通教育科目（１～４年次） 

専門教育の基礎を築き、視野を広げるため、また、社会人としての基本的技能を修得する

機会を提供するために、「共通教育科目」を 24単位以上修得することを卒業要件とする。 

 

2.基礎演習（１年次） 

大学生活に適応し、学部における学修の道筋についての理解や大学環境の活用方法の修得

を内容とする 20名規模の「基礎演習」を１年次に設置する。特に前期の「基礎演習 A」は、

全員受講科目とする。 

 

3.導入専門教育科目（１年次） 

法学の基本分野（憲法、民法、刑法）と政治学･国際関係を学ぶ意義を知り、関心を高める

目的で「導入専門教育科目」を設置し、８単位以上を選択必修とする。法学･政治学の勉学

に必要な情報処理の基礎も学ぶ。 

 

4.主要専門教育科目（１・２年次） 

法律の主要分野（憲法、民法、刑法等）および政治学の主要分野の専門的知識や思考の基



  

礎を固めるため、「主要専門教育科目」を設置し、14単位以上を卒業要件とする。 

 

5.コース制とコース専門教育科目（２年次以降） 

２年次から、「法職」「行政」「企業法」の３つのコースを設置し、個々の学生の将来の進

路希望に応じて、いずれかのコースを自由に選択する。コース専門教育科目のうち各コー

スに特徴的な科目を「コース基幹科目」として編成し、26 単位以上を各コースの選択必修

とする。 

 

6.演習科目（２年次以降） 

特定の分野を深く研究しつつ、思考力やコミュニケーション能力を高めるため、２年次よ

り専門分野の「演習科目」を設置する。 

 

7.実務科目（２年次以降） 

実社会との交流によって実践的な視点を養うため、弁護士会などの職能団体や自治体など

との連携による「実務科目」を設置する。 

 

8.特別講義科目（１～４年次） 

主要専門教育科目やコース専門教育科目の枠にとらわれずに、学際的・分野横断的な視野

を養成するため、および最新の法的・政治学的知見を修得し、またそれらを用いた思考・

実践を可能とすることを目的とした「特別講義科目」を設置する。 

 

9.キャリアデザイン関連科目・特別演習科目（１～４年次） 

卒業後の進路について考え、進路目標に向けての実践能力を高めるために、「キャリアデ

ザイン科目」（１～４年次）、「特別演習科目」（１～４年次）を設置する。 

 

10.関連科目 

法学・政治学に限らず専門的な視野を広げるために、他学部が提供する科目の中で法学部

の学生も学修を可能とする「関連科目」を設置する。 

 

11.総合科目 

資格・検定取得などの成果を評価するために、「総合科目」を設置する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/admission.html） 

（概要） 

法学部は、ディプロマ・ポリシーに掲げた教育目標を実践し、社会の様々な分野で活躍で

きる人材を育成するために、以下のような方々の入学を期待します。 

1.高等学校の教育課程における基礎的な学力を習得し、それを大学における法学・政治学

の専門分野の勉学に生かそうとする人。 

2.社会の様々な動きに関心を持ち、自らの考えを積極的に表現できる人。 

3.勉学だけでなく、課外活動やボランティア活動などにも積極的に取り組んできた人、あ

るいは大学でも積極的に取り組む意欲のある人。 

4.基礎学力や特殊技能を生かした資格や検定に一定の成果をあげ、それを将来に生かそう

とする人。 

5.社会における経験や外国での生活経験を学びに生かそうという意欲のある人。 

 

【入試に係る取組・改善状況について】 

大学入学者選抜実施要項に定める入試日程を遵守し、学校推薦型選抜においては、調査書、

高等学校在学時の活動、TOEICや英検を含む検定試験の成績・資格などを活用し、志願者の

能力や適性等を多面的・総合的に評価することに努めている。 

また、試験問題の解答、志願者・合格者・入学者数をはじめ大学選択に係る様々な情報を

大学ホームページや入試関係冊子に掲載し、適切に情報を公開している。 



  

学部等名 経済学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/public/）              

（概要） 

経済学部経済学科の目的は、経済社会の仕組みを理論・歴史・制度の観点から体系的かつ

専門的に学び、修得した知識と技能をもって現代社会の発展に貢献できる人材を育成する

こととする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/diploma.html）             

（概要） 

本学では建学の精神「真理愛好・個性尊重」すなわち「学びと知の探究を通じて、普遍

的な学問体系の英知に触れる喜びを実感し、その過程で自己と他者の個性に気づき、互い

の存在をこよなく尊重すること」を理念とし、教育目標である、経済社会への多面的な知

識をもち、地域社会に貢献できる良識ある経済人の育成を目指します。 

この教育目標の下、経済学部では教育課程を通じて、卒業に必要な単位を修得し、本学

部が定める卒業要件を満たし、次の能力を修得したものに学士の学位を授与します。 

（知識・技能） 

1.経済の歴史や制度に係わる知識を修得し、今日の経済情勢を歴史的・制度的に理解でき

る。 

2.経済理論の基礎を習得し、日常の経済生活や経済全体の動向について理論的に理解でき

る。 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

3.経済データに関する基礎的知識を修得し、統計的な処理・分析ができ、政策課題に対応

できる。 

4.自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解することで、良好なコミュ

ニケーションをとることができる。 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

5.経済問題を総合的に分析できる知識と技能を活用し、国内外において、価値観や意見の

異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、協働して、社会に役立てることができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/curriculum.html）              

（概要） 

経済学部では、ディプロマ・ポリシーに掲げる能力を修得させるために、以下のような内

容、方法、評価の方針に基づき、教育課程を編成します。カリキュラムの体系を示すため

に、科目間の関連や修学の順序を表現する履修系統図を使い、カリキュラムの構造をわか

りやすく明示します。 

 

1.教育内容 

1.共通教育科目：専門教育の基礎となる技能や社会人として必要とされる基礎的な思考力

や実践能力を育成し、広い視野と柔軟な思考力を育成する科目で構成されています。 

2.専門リテラシー科目：初年次においては、経済学を深く修得するための統計学や経済数

学を習熟し、2 年次以降は、修得した経済、歴史、社会、文化についての専門知識をもと

に、他者と協調、協働できるコミュニケーション力を養成します。 

3.基幹科目：経済学における専門性の高い応用分野を学修するにあたって、最もコアで基

礎ともいうべき「基幹科目」を編成しています。 

4.演習科目：主体的な学びを促進するために少人数クラスの演習を開講しています。初年

次では、「入門演習」、「基礎演習」を履修することで、大学生活に適応し、大学におけ

る基本的な学修スキルを養成し、経済学学修の道筋についての理解を促します。2 年次

から履修できる「演習」では、ゼミ生と協働しながら専門的な経済学を自主的に学修し、

思考力、コミュニケーション力、プレゼンテーション力そして問題解決能力を養成しま

す。 



  

5.コース制とコース専門科目：2 年次より各学生が自ら希望・選択する分野でより専門的

履修が行える 3 つのコース（企業経済コース、公共経済コース、生活経済コース）別の

教育課程を整備し、すべての学生が 1 コースを選択する枠組みを設定します。コースの

特徴を生かした専門科目を編成しています。 

6.関連科目：専門的な視野を広げるために、法学と経営の科目を履修することができます。 

7.実践力アップ科目：卒業後の進路を見据えつつ、地域社会に貢献できる良識ある経済人

の育成と自立した社会人への成長を促します。 

8.卒業論文と経済学特講：4 年間の経済学修得の総仕上げとして、卒業論文と経済学特講

を編成しています。 

2.教育方法 

1.初年次より、少人数のゼミの履修を実施し、インタラクティブな教育を実施します。 

2.経済学教育で特に重視している「経済数学Ⅰ」「基礎経済学」「入門ミクロ経済学」「入

門マクロ経済学」「ミクロ経済学」「マクロ経済学」については、複数のクラスを開講

し、きめ細かな指導で着実な修得を目指します。 

3.学習シートを活用し、自己評価と他者評価を踏まえた、学びの振り返りと自発的な今後

の学習方針を促します。特に成績不振者に対しては、教員による個人面談を実施し学修

指導を行います。 

4.毎学期末に実施される学生による授業評価アンケートをもとに、より改善された学修環

境のためにそのフィードバックに努めます。 

5.表彰制度（「経済学部長賞」・「経済学部賞」・「優等賞」）を設け、学修のインセンテ

ィブ（動機）を高めることに努めます。 

3.評価方法 

４年間の総括的な学修成果については、卒業論文の評価あるいはコース別の特講科目を履

修し、その修了認定試験の評価でこれを行う。卒業論文は主査・副査からなる厳正な審査

を経て評価される。 

 

1.ファースト・ステージ 問題発見能力の形成（1・2年次） 

経済社会の歴史的変遷と今日の基本的仕組みに関する基礎知識を修得させ、経済学の基

礎理論および基本的思想を理解させる。 

2.セカンド・ステージ 問題対応能力の形成（3年次） 

経済学の専門的知識と技能を修得させ、経済ないし経済学の興味ある問題を発見し自分

なりに研究して行く姿勢を涵養する。 

3.サード・ステージ 問題解決能力とプレゼンテーション能力の形成（4 年次） 

問題に対する解決策の探求能力と到達した解決策のプレゼンテーション能力を育成し、

主体的に研究を進めて行く姿勢を確立させる。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/admission.html）         



  

（概要） 

神戸学院大学経済学部は、ディプロマ・ポリシーに掲げた教育目標を達成するために 

以下のような方々の入学を期待します。 

1.知識・理解力 

国語、英語、地理歴史、公民、数学などについて、高等学校卒業相当の知識を有し、そ

れらの基本的内容を理解している。 

2.関心・意欲 

社会問題に対する関心を持ち、問題解決を志向する学習意欲を有するとともに、大学で

学んだ知識や技能を自分の将来や社会に役立てたいという意欲がある。 

3.思考・表現力 

社会問題を多面的に考察し、自分なりの判断を行うことができるとともに、自分の知識

や意見を他者に分かりやすく表現することができる。 

 

【入試に係る取組・改善状況について】 

大学入学者選抜実施要項に定める入試日程を遵守し、学校推薦型選抜においては、調査書、

高等学校在学時の活動、TOEICや英検を含む検定試験の成績・資格などを活用し、志願者の

能力や適性等を多面的・総合的に評価することに努めている。 

また、試験問題の解答、志願者・合格者・入学者数をはじめ大学選択に係る様々な情報を

大学ホームページや入試関係冊子に掲載し、適切に情報を公開している。 

 

学部等名 経営学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.kobegakuin.ac.jp/information/public/）              

（概要） 

経営学部経営学科の目的は、経営に関する理論と実践の体系的な学修を通じて得られた専

門知識を広く社会に還元できる人材を育成することとし、専攻ごとの目的については、次

のとおりとする。 

 

ア 経営・会計専攻の目的は、多様な組織の経営に活用できる経営管理や会計に関する高度

な専門知識と実践的な課題解決力を修得した人材を育成することとする。 

 

イ データサイエンス専攻の目的は、事業計画・経営戦略に必要なデータを収集・分析し、

合理的な解決を図るために必要とされる知識や技能を修得した人材を育成することとす

る。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/diploma.html）             

（概要） 

2023 年度以降入学生 

経営学部の学生には、卒業までに以下の目標達成が求められています。 

1.経営・経済に関する基礎的な知識や幅広い仕事に求められる作法を修得し、これを土台

として企業を始めとした多様な組織の健全な経営に活用できる高度な専門知識と実践的

な課題解決力を修得する。 

2.企業を始めとした多様な組織の経営に不可欠な会計に関する専門科目を基礎から応用に

至るまで学修し、高度会計専門職として活躍・貢献することが可能な専門的知見を修得

する。 

3.企業を始めとした多様な組織の事業計画・経営戦略の策定に必要なデータを収集し、意

思決定に必要な課題をシステマティックに分析し、合理的な解決を図るのに必要な知識

や技能を修得する。 

4.社会のグローバル化に対応して、国際社会の一員たる自覚を持ち、異文化圏の人々と交

流するのに必要な言語ならびに文化に関する基礎的な知識と素養を修得する。 

 

 



  

2022 年度以前入学生 

経営学部の学生は、卒業までに以下の目標達成を求められています。 

1.現代の企業経営に関する基本的知識を学修し、ビジネス全般にわたって活用するために

有用な知識を総合的に学修する。 

2.企業等の財務・会計に関する基礎から応用に至るまでの知識・技能を学修する。 

3.情報通信技術（ＩＣＴ）を用いて経営企画や経営戦略に必要な情報を収集し、さらに問

題をシステム化するのに必要な数理情報の知識・技術を学修する。 

4.社会のグローバル化に伴って、国際社会の一員としての自覚を持ち、異文化圏の人々と

交流するのに必要な知識・技能を学修する。 

5.経営の問題を総合的に分析・解析できる知識・技能を修得する。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/curriculum.html）              

（概要） 

2023 年度以降入学生 

経営学部は、年次進行に沿って、以下のような内容の教育を実施します。 

 

【経営・会計専攻】 

1 年次 

経営・会計専攻での専門教育全般に必要な基礎科目を学修させ、年次進行とともに高度化

していく授業・演習の内容を理解し、専門科目を学修するのに必要な思考力・判断力・分

析力を養わせる。 

2 年次 

経営、会計のいずれかのコースに所属させ、専門科目の学修を本格的に開始させる。その

際、学生のニーズに応じて、所属コース以外のコースやデータサイエンス専攻の科目も履

修可能とする。経営コースでは、専門科目の学修と初歩的なアクティブラーニングを通じ

て、経営や経済に関する基礎的な課題の解決に必要な知識とスキルを修得させる。会計コ

ースでは、高度会計専門職として必要な会計に関する基礎的な知識・技術・技能を体系的

に修得させる。 

3 年次 

学生に興味のある問題を主体的に発掘させ、その解決に協働して取り組ませることで、社

会のトレンドに適合した経営の在り方を調査・分析する能力を養わせる。経営コースでは、

高度な専門科目の学修と実践性の高いアクティブラーニングを通じて、多様な事業運営に

必要な知識とスキルを修得させる。会計コースでは、高度会計専門職として必要な会計に

関する専門的な知識・技術・技能を系統的に修得させる。 

4 年次 

経営、会計両コースとも、経営に関する高次の課題の分析・解決に独自の発想と方法で取

り組ませ、これまでに修得した知識とスキルをもとに、学生同士や教員との議論を深めな

がら、専門科目の学修成果を体系的に整理し、文書化して報告する能力を修得させる。 

 

【データサイエンス専攻】 

1 年次 

専門教育全般に必要な基礎知識を修得させ、上級年次において所属するデータサイエンス

コースで開講される高度化した専門科目の学修に対応できる力を養わせる。 

2 年次 

データサイエンスコース専門科目の学修を本格的に開始させるとともに、学生各自のニー

ズに応じて、経営学部開講科目を幅広く履修させる。 

3 年次 

学生に興味のある問題を主体的に発掘させ、その解決に必要な調査・分析を実践する技能

を修得させる。また、データサイエンスに関する専門知識の深化を促しながら、明確な目

的意識を持って社会のトレンドに適合したデータの活用を科学的に探究する姿勢を修得さ



  

せる。 

4 年次 

企業を始めとした多様な組織の経営に関する課題の分析および解決に主体性を持って取り

組ませ、その結果を体系的に整理し、文書化して報告する能力を修得させる。そして、デ

ータサイエンス専攻での学修の集大成を行わせる。 

 

2022 年度以前入学生 

経営学部では、年次進行に沿って次のようなポリシーで教育を行います。 

 

1 年次 

経営学部専門教育全般に必要な基礎知識を学修させ、上級年次の経営・商学コース、会計

コース、経営情報科学コースのどのコースに入っても対応できるようにさせる。 

2 年次 

前記の 3 コースに分かれて学修させるとともに、所属以外のコースの科目も幅広く履修さ

せる。 

3 年次 

興味のある問題に着目し、各自で調査・分析する能力を修得させる。また、専門知識を深

めさせながら、経営問題に取り組む姿勢を身に付けさせる。 

4 年次 

経営問題に関する分析および解決策の研究を行い、その結果を報告する能力を修得させる。

そして、 経営学部での学修の総仕上げを行わせる。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/admission.html）         

（概要） 

2023 年度以降入学生 

経営学部は、社会の発展に寄与できる知的実践力を備えた人材を育成するために、以下の

ような方々の入学を求めています。 

 

1.国内外の高等学校卒業相当の幅広い基礎的な学力を有し、それを経営、会計、データサ

イエンス各分野での学修に活かそうと努める人。 

2.他者との協働に取り組む主体的な意欲を有し、課外活動やボランティア活動、海外や地

域社会との交流経験を糧として大学生活の充実に努める人。 

3.様々な社会現象や世界の情勢に関心を持ち、大学で修得した高度な専門知識や論理的な

思考能力、および多様性への柔軟な感性を、社会の持続的な発展に幅広く還元する意欲

を持つ人。 

4.社会活動の経験や他の高等教育機関での学修成果を、経営、会計、データサイエンス各

分野での専門知識や技能の修得に活かそうと努める人。 

 

2022 年度以前入学生 

経営学部は、社会で活躍できる人材を育成するために、以下のような方々の入学を求めて

います。 

 

1.高等学校卒業相当の学力を有し、それを大学での経営学の学修に活かそうと努める人。 

2.様々な社会現象や国際情勢と、それに伴う人や組織の動きに興味を持ち、自ら主体的に

考え行動できる人。 

3.課外活動やボランティア活動、地域の課題解決などにも、積極的に取り組む意欲のある

人。 

4.資格取得などを通して特殊技能や語学力を高め、それらを社会で役立てたいという意欲

のある人。 

5.社会経験や外国での体験を大学での学修に活かそうと努める人。 

 



  

【入試に係る取組・改善状況について】 

大学入学者選抜実施要項に定める入試日程を遵守し、学校推薦型選抜においては、調査書、

高等学校在学時の活動、TOEICや英検を含む検定試験の成績・資格などを活用し、志願者の

能力や適性等を多面的・総合的に評価することに努めている。 

また、試験問題の解答、志願者・合格者・入学者数をはじめ大学選択に係る様々な情報を

大学ホームページや入試関係冊子に掲載し、適切に情報を公開している。 

 

学部等名 人文学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/public/）              

（概要） 

人文学部人文学科の目的は、人間の行動及びその文化所産の有機的関連を学際的に学ぶこ

とにより、幅広い知識及び教養を身につけ、現代社会の変化に対応できる人材の育成を目

指すこととする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/diploma.html）             

（概要） 

人文学部では、建学の精神「真理愛好・個性尊重」に則り、人間の行動や文化を学際的に

研究し教育することにより、現代社会の大きな変化に対応しうる人材の育成をめざしてい

ます。この目標を達成するために、学士課程教育を通じて、卒業要件を満たす単位を取得

し、全学ディプロマ・ポリシーにもとづく以下の能力を修得した者に学位を授与します。 

 

（知識・技能） 

1.複数の分野の基礎知識を教養として身につけている。 

2.人間の行動や文化に関する専門知識と技能を総合的、体系的に身につけている。 

（思考力・判断力・表現力） 

3.自己の将来を計画的に考え、それを実現に結びつける行動力を身につけている。 

4.獲得した知識と体験と技能を活用して、自らが設定した課題や問題点を論理的な分析と

考察をとおして解決・解明へと導くことができる。 

5.相手の意見を正確に理解し、自分の考えや意見を口頭や文章で的確に表現できる。 

6.情報に潜む危険性を認識したうえで、情報通信技術等を用いて情報を適正につかみ、伝

えることができる。 

（主体性・協働性） 

7.多様な他者と共存して、異なった価値観を尊重し、積極的に交流・協働できる。 

8.人文学の知見にもとづき、知的好奇心をもって、自立的に深く学修できる。 

(教職志望者) 

9.学部教育と融合した教職教育をとおして、学校教育の目的や目標、地域社会の課題を理

解し、さまざまな要求や問題解決に取り組み、生徒の知識や技能、主体的・協働的に学習

に取り組む態度の育成を図る教員として活躍できる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/curriculum.html）              

（概要） 

人文学部では、ディプロマ・ポリシーに掲げた学習成果をもたらすために、次のポリシー

にもとづくカリキュラムを作成し、学生たちに提供します。 

 

I.年次進行のテーマ 

・1・2 年次生のテーマ 

・専攻分野の全体像を提示して大学教育への導入をはかる。 

・大学での学修に必要な基礎的知識と技能を習得させる。 

・大学で学ぶために必須の言語能力や情報機器の操作法を習得させる。 



  

・社会人として必要な幅広い教養と基礎知識を身につけさせる。 

・真理を探究しようとする知的好奇心を育てる。 

・2・3 年次生のテーマ 

・自らの関心領域を総合的かつ体系的に探究させる。 

・演習・実習など実践的なトレーニングにより専門的な内容を体験的に理解させる。 

・4 年次生のテーマ 

・それまでの３年間で獲得した幅広い教養と専門的な知識をもとに、自らが設定した

課題や問題に対する適切な対処とその解決に導く。 

・4年間の学修の集大成として、卒業研究を作成させる。 

4 年間のテーマ (キャリア形成および教職課程) 

・自立した社会人への成長を支援し、社会で勤労するための基本的能力を備えさせる。 

・学位プログラムと融合した体系的な教職プログラムを提供し、生徒の｢深い学び｣を

促すことのできる教員としての基礎的・基本的な能力を養成する。 

II.教育内容 

1.共通教育科目・・主に 1・2年次生 

・リテラシー領域の科目をとおして、大学で学ぶために必須の言語能力(日本語および

外国語)や情報機器の操作法を習得させる。 

・リベラルアーツ領域の科目をとおして、政治、経済、法律、心と身体の健康、地域、

芸術などについて、幅広い教養を身につけさせる。 

2.学部共通科目・・4年間の演習 

・１年次では、少人数の演習科目をとおして、大学での学修に必要な技能や知識を身に

つけさせる。 

・２年次の実践演習をとおして、さまざまな分野における実践的能力・情報収集力・情

報発信力・分析力を身につけさせる。 

・３年次の専攻演習では、専攻分野の深い専門知識と実践的な技能を身につけさせる。 

・４年次の卒業研究演習では、習得した深い専門知識と実践的な技能を用いて、自らが

設定した課題を探究し、議論をとおしてその成果を卒業研究にまとめさせる。 

3.人文の知科目群・・1年次および 2・3年次生 

・人間をとりまく文化や社会に関する基礎的な知識を習得させる。 

・異なる分野の知識が相互に関連することを理解させる。 

・専門的な知見や未知の分野の問題に対し、既習の知識と自らの経験を活用して、より

深く学ぶ意欲と態度を身につけさせる。 

4.人文学専門科目群(人間探究科目群、言語・文学科目群、人と社会と自然科目群)・・

主に 2・3年次生 

・さまざまな学問分野の専門的な知識と経験を基盤にした豊かな教養を身につけさせ

る。 

・選択した学問分野の専門知識を集中的、体系的に理解させる。 

・フィールドワークや体験学習をとおして、深い専門知識と実践的な技能を連結させ

る。 

5.キャリア科目および教職教育に関連する科目・・４年間 

・自立した社会人への成長を支援し、社会で勤労するための基本的能力を備えさせる。 

・専門分野の学修をとおして、各教科の専門的な知識と技能を習得させる。 

・学修した専門知識を学校での教科指導に活用・応用できる学力を育てる。 

・参加型授業をとおして、生徒の｢深い学び｣を促すことのできる教員としての基礎的・

基本的能力を養成する。 

III.評価方法 

・４年間の総括的な学習成果は、卒業研究によって評価する。 

・提出された卒業研究は、主査・副査が卒業研究ルーブリックを用いて厳正に審査し、

最終試験(口頭試問)を経て評価される。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/admission.html）         



  

（概要） 

人文学部は、以下のような人たちの入学を期待しています。 

 

1.大学で学ぶために必要な高等学校卒業相当程度の基礎学力を有している。 

2.人間とその文化に関心をもち、理解を深める努力をする。 

3.多様な他者との相互理解に努め、積極的に社会とかかわる意欲をもつ。 

4.社会での経験や海外での経験を学びに活かす意欲がある。 

 

【入試に係る取組・改善状況について】 

大学入学者選抜実施要項に定める入試日程を遵守し、学校推薦型選抜においては、調査書、

高等学校在学時の活動、TOEICや英検を含む検定試験の成績・資格などを活用し、志願者の

能力や適性等を多面的・総合的に評価することに努めている。 

また、試験問題の解答、志願者・合格者・入学者数をはじめ大学選択に係る様々な情報を

大学ホームページや入試関係冊子に掲載し、適切に情報を公開している。 

 

学部等名 心理学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/public/）              

（概要） 

心理学部心理学科の目的は、心理学の知識・技能、考え方を体得し、建学の精神「真理愛

好・個性尊重」に基づき、多様な人々と協働し、心の健康の増進に主体的に貢献できる人

材を養成することとする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/diploma.html）             

（概要） 

心理学部では下記の能力を備えた学生に学位を授与します。 

 

1.心理学の専門知識を習得し、医療・福祉・教育・産業・司法などの分野で専門知識を生

かすことができる。 

2.社会人として幅広い教養を身につけている。 

3.心理現象を解明する適切な方法を駆使し、探求することができる。 

4.社会の中で身の回りにある事象を観察し、問題の有無を適切に判断し、それを解決する

ことができる。 

5.心理学の専門知識や研究成果を第三者に適切に伝えることができる。 

6.社会の一員として自らの意見や考えを的確に話し書くことができる。 

7.社会の中で自らが所属するチームの一員として多様なメンバーと良好なコミュニケーシ

ョンをとり、主体的な役割を果たすことができる。 

8.教育現場で有効な、公民に関する体系的で専門的知識と指導法を習得することができる。 

※ただし、上記 8については「公民」の教職課程を履修する学生に限る 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/curriculum.html）              

（概要） 

心理学部では、卒業認定・学位授与の方針に揚げる能力を修得させるために、以下のよう

な方針に基づき、教育課程を編成します。 

 

1. 教育内容 

１．共通教育科目（リテラシー領域）＜2019 年度以降入学生＞ 

1－1．言語分野 

英語・ドイツ語・フランス語・中国語・韓国語・ロシア語・日本語（留学生対象）の基

本的語学力の修得と社会人としての実用レベルの語学力の向上を目的とする。 

1－2．情報分野 



  

インターネット・メール・ワード・エクセル・パワーポイント・プログラミングなど社

会の必須アイテムとなったコンピュータの基本的な技能、および情報に関する初級レベ

ルの資格取得に足る知識の修得を目的とする。 

1－3．基礎思考分野 

小論文やレポートの作成法など専門教育の基盤形成、あるいは就職試験や公務員試験な

ど社会への関門突破のベースとなる基礎的な思考能力や時事問題についての基礎知識

などを修得することを目的とする。 

1－4．高大接続分野 

「大学での学びへのソフトランディング」として、学部の基礎教育科目につなげるべく、

高等学校での教科科目と学部教育との接続を目的とした「入学生の学び直し」を目的と

する。 

1－5．キャリア教育分野 

1 年次生から就職活動に向けて、自己理解を深め、現場の知識を学ぶことで、就業力の

向上を目的とする。 

1－6．国際化推進分野 

日本語を母語としない留学生が日本語を身に付け、日本への理解を深めること、学生同

士が互いに交流を深めること、短期海外研修で語学力を向上させることなどを目的とす

る。 

 

１．共通教育科目（リテラシー科目群）＜2018年度入学生＞ 

1－1．外国語分野 

英語・ドイツ語・フランス語・中国語・朝鮮（韓国）語・日本語（留学生対象）の基本

的語学力の修得と社会人としての実用レベルの語学力の向上を目的とする。 

1－2．情報分野 

インターネット・メール・ワード・エクセル・パワーポイントなど社会の必須アイテム

となったコンピュータの基本的な技能、および情報に関する初級レベルの資格取得に足

る知識の修得を目的とする。 

1－3．基礎思考分野 

小論文やレポートの作成法など専門教育の基盤形成、あるいは就職試験や公務員試験な

ど社会への関門突破のベースとなる基礎的な思考能力や時事問題についての基礎知識

などを修得することを目的とする。 

1－4．社会人入門分野 

就職活動に向かう時期の３年次を中心とし、社会人として必要な常識、コミュニケーシ

ョンのとり方、情報収集の方法などのキャリア教育を行い就業力の向上を目的とする。 

 

２．共通教育科目（リベラルアーツ領域）＜2019 年度以降入学生＞ 

初年次を中心に開講する共通教育科目では所属学部の専門分野以外の学問領域の魅力

を分かりやすく伝えるためのリベラルアーツ領域を設定し、幅広い教養を修得できるよ

うにする。この中には心理学部の学生が履修できる以下の４分野があり、多様な科目の

中から自らの興味や将来の目標に応じて科目を選択できる。 

2－1．神戸学院教養分野 

ジェンダー論、男女共同参画推進論、文理 10 学部の総合大学としての強みを生かした

教養（リベラルアーツ）科目を展開し、文化・社会・自然に対して幅広く考察する。 

2－2．地域学分野 

本学の周辺地域環境を活かした教育プログラムを展開し、観光や地域理解について幅広

く考察する。 

2－3．芸術分野 

美術、音楽などの芸術分野において、少人数クラスでの演習科目を含めた教育プログラ

ムを展開し、芸術について幅広く考察する。 

2－4．スポーツ科学分野 

スポーツ科学において、少人数クラスでの演習科目を含めた教育プログラムを展開し、



  

スポーツ科学について幅広く考察する。 

 

２．共通教育科目（リベラルアーツ科目群）＜2018年度入学生＞ 

初年次を中心に開講する共通教育科目では所属学部の専門分野以外の学問領域の魅力

を分かりやすく伝えるためのリベラルアーツ科目群を設定し、幅広い教養を修得できる

ようにする。 この中には以下の４分野があり第１セメスターにそれらの「入門」科目を

履修した後、第２セメスター以降は、多様な科目の中から自らの興味や将来の目標に応

じて科目を選択できる。 また、各分野に「演習」科目を開講し、他学部の学生とともに、

少人数クラスでのディスカッションなどを通して、切磋琢磨しあう機会が得られる。 

2－1．人文科学分野 

各地域の社会と文化、歴史、芸術、人間の精神活動などについて幅広く考察する。 

2－2．社会科学分野 

現代の社会的事象、政治・経済・法律など社会生活に関わる問題を幅広く考察する。 

2－3．健康科学分野 

心理学、栄養学、薬学、医学、リハビリテーション学、スポーツ科学など、人の心と体

の健康に関する問題を幅広く考察する。 

2－4．地域学分野 

ひょうご学、神戸学、明石学、観光学など本学の周辺地域環境を活かした教育プログラ

ムを展開する。 

 

３．専門教育科目 講義科目群 

3－1．基礎講義科目群 

基礎講義科目では、心を生み出す仕組みや認知と行動の多様性に関わる基礎的理論を

「行動科学概論」で学修し、心のはたらきを実証に基づいて理解するための研究や調査

の方法の基礎について「心理調査概論」で学修する。 

3－2．専門講義科目群 

専門講義科目では生物－心理－社会モデルを念頭におき、より発展的な心理学の知識と

技能を学修する。生物学的機構・医療に関わる心理学科目として、「人体の構造と機能

及び疾病」、「精神疾患とその治療」や、「行動神経学」などを学修する。 心理学主要

領域における一般法則や理論（モデル）、学説を学ぶ心理学科目として、「心理学概論」

や「知覚・認知心理学 」、「感情・人格心理学Ⅰ（人格）」、「発達心理学」、「学習・

言語心理学」などを学修する。社会文化的機構に関わる心理学科目として、「関係行政

論Ⅰ・Ⅱ」などを学修する。 また、生物学的機構・医療を踏まえた心理学主要領域にお

ける一般法則や理論、学説を学ぶ心理学科目として、「神経・生理心理学Ⅰ（生理）」

や、「神経・生理心理学Ⅱ（神経）」、「健康・医療心理学Ⅱ（医療）」などを学修す

る。社会文化的機構を踏まえた心理学主要領域における一般法則や理論、学説を学ぶ心

理学科目としては、「社会・集団・家族心理学Ⅰ（社会・集団）」や「社会・集団・家

族心理学Ⅱ（家族）」、「消費者心理学」を学修する。 さらに、心のはたらきを実証に

基づいて理解するため、より専門的な心理統計や研究法について学ぶ心理学科目とし

て、「心理学研究法」や「心理学統計法Ⅰ」、「心理学統計法Ⅱ」を学修する。これら

の学修を通じて心理学を社会で実践的に活用する知識と技能の獲得を目的とする。 

心理専門職を目指し公認心理師への対応を考慮した心理学科目としては、上述した発展

的な心理学の知識と技能を学修する心理学科目に加えて、心理学的な支援に関して学

ぶ、「公認心理師の職責」や、「臨床心理学概論」、「心理学的支援法Ⅰ・Ⅱ」といっ

た心理学科目を学修する。 さらに、医療､福祉､教育､産業､司法の各分野における心理支

援の実践を学ぶ科目として、「教育・学校心理学Ⅰ（学校）」や、「福祉心理学」、「産

業・組織心理学」、「司法・犯罪心理学」などの心理学科目も学修する。 

 

４．専門教育科目 実習科目群 

4－1．基礎実習科目群 

初年次の「心理学入門実習Ａ・Ｂ」では、さまざまな心理学の世界を「体験し」、事象



  

の観察力、他者と接する態度・姿勢を学修する。「心理学入門実習Ｃ・Ｄ」では心理現

象を生み出す仕組みとして生物学的・認知的・社会文化的機構を反映した医療心理学、

発達心理学、臨床心理学、社会心理学の初歩的な研究手法について、実習体験を通して

主体的に学修する。 

4－2．専門実習科目群 

２年次の「心理学実験Ⅰ・Ⅱ(実習)」では、心理検査や調査の実施、系列位置学習効果

の検討や大脳モデルのデッサンなど基礎的な実験・観察・調査を行い、詳細なレポート

を作成し実験方法やプレゼンテーション法を学修する。３年次の「心理学専門実習Ⅰ・

Ⅱ」では、より専門的な研究法を主体的に体験・実演することを通して、各種研究法の

理解を深める。これら科目においては、社会の中で身のまわりにある事象を観察し、問

題の有無を適切に判断し、それを解決するために心理学の研究手法を利用できることを

目指す。 こうした取り組みにより、社会の中で主体的に他者と良好なコミュニケーショ

ンをとり自らの役割を果たすことの重要性を理解することと、心理学を活用して現場で

生じる問題の把握とその解決法を模索する力を学修することを目的とする。 

心理専門職を目指し公認心理師への対応を考慮した実習科目としては、上述した「心理

学実験Ⅰ・Ⅱ(実習)」の学修に加えて、４年次の「心理実習Ⅰ・Ⅱ（専門職実習）」に

おいて、医療施設や福祉施設、教育施設、矯正施設、就労支援施設、企業などの学外実

地研修を行い、心理専門職として他職種と連携し、心理学の実践を学修する実習をそれ

ぞれ行う。 

 

５．専門教育科目 演習科目群 

5－1．基礎演習科目群 

初年次の「心理学入門ゼミナール」では、大学で必要な基本的な学修技術を修得し、自

らの意見や考えを的確にプレゼンテーションする能力を学修する。２年次の「心理学基

礎ゼミナール」では、原著論文や総説などの専門論文の講読を行い情報収集力、プレゼ

ンテーション能力を学修するとともに心理現象を解明する適切な方法を学修する。 

将来のキャリアのことを意識し，初年次の「社会の中の心理学Ⅰ・Ⅱ」では、ディスカ

ッションやグループワークを通して、心理学に基づくキャリアの意識の形成・キャリア

デザインの構成、そして、スキルの習得およびキャリアイメージの形成を促進する。2年

次の「社会の中の心理学Ⅲ・Ⅳ」では、年間の PBL実践活動に基づくエンプロイアビリ

ティの向上を図り、将来における自身のキャリアへの再考につなげていく。さらに、3年

次の「社会の中の心理学Ⅴ」では、それまでに行われた実践活動に対するまとめおよび

就職活動への活用に対する理解を深める。 

5－2．専門演習科目群 

3 年次の「心理学専門ゼミナールⅠ・Ⅱ」では、卒業論文の作成過程に見通しをつけ、

研究計画を作成する。「講読演習Ⅰ・Ⅱ」では、様々な領域の心理学の学術論文を読み、

論文要旨を理解し、それらを適切に発表する。これらを通し、社会生活に必要な思考力・

判断力・表現力を学修することを目的とする。 ４年次の「心理学発展ゼミナールⅠ・Ⅱ」

では、実際に実験・調査などの研究を行い、学修の集大成としての卒業論文につなげて

いく。 

心理専門職を目指し公認心理師への対応を考慮した演習科目としては、「心理演習Ⅰ・

Ⅱ（専門職演習）」において公認心理師として必要な知識や技能の基本的な水準の修得

を目的とし、具体的な場面を想定したロールプレイや事例検討などを行う。また、「心

理演習Ⅲ（専門職演習）」では、支援方法や多職種連携など現場実習と関連する様々な

事項の実践的な修得を目指す。 

 

６．卒業論文 

「卒業論文」ではそれまでに学修してきた心理学やそれにとどまらない幅広い知識・技

能と問題発見力や調査力を用いて自分でやるべきことを見出し、そのための最適な方法

を見つけ、遂行し、まとめて適切に発表することができる能力を学修する。 具体的には

演習科目群の中で具体的な調査・研究計画を立案・遂行し論文を作成する。卒業論文の



  

授業を通して、心理学の知識の体系化をはかり、研究成果を効果的に伝える技能を学ぶ

だけでなく、他の様々な観点を持つ受講生と協働して学び、主体的に研究を遂行する態

度を獲得することを目指す。 

 

2. 教育方法 

1.共通教育科目 

 初年次を中心に開講する共通教育科目では学部教育の基礎となる技能すなわちリテラシ

ーを修得するための科目群を設定し、大学で学んだ専門知識や教養を社会で活かすために

社会への突破口となる基礎思考力、社会人として必要な基礎的な実践能力を育成する。 

2.専門教育科目 

 専門教育科目の基礎科目群と専門科目群のどちらも、講義科目・演習科目・実習科目を

１年次から４年次まで段階的かつ重層的に配当する。また、授業形態の特性を生かし、主

体的な学びを支援する。 

基礎科目群では、心理現象を解明する適切な方法を身につけ、社会の中で身の回りにある

事象を観察・判断・問題解決できる基礎的技能と能力を身につけさせる。また、心理学の

専門知識の基本的部分を理解し、それらに対する自らの意見や考えを的確に伝達する方法

も学修させる。 

専門科目群では、心理学のより発展的・実践的な専門知識を修得し、医療・福祉・教育・

産業・司法などの分野で専門知識を生かす方法を学修させる。心理学の専門知識や研究成

果を適切に伝達する方法を修得させ、社会の中で自らが所属するチームの一員として多様

なメンバーと良好なコミュニケーションをとり、主体的な役割を果たせる態度を身につけ

させる。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/admission.html）         

（概要） 

心理学部は、神戸学院大学の建学の精神「真理愛好・個性尊重」および心理学部が掲げる

ディプロマ・ポリシーの主旨に賛同し、その獲得をめざして学ぶ意欲がある以下のような

人たちの入学を期待しています。 

 

1.大学で学ぶために必要な高等学校卒業相当程度の基礎学力を有している。 

2.心理現象に関心をもち、理解を深める努力をする。 

3.多様な他者との相互理解に努める態度をもつ。 

4.積極的に社会とかかわる意欲をもつ。 

5.社会での経験や海外での経験を学びに活かす意欲がある。 

 

【入試に係る取組・改善状況について】 

大学入学者選抜実施要項に定める入試日程を遵守し、学校推薦型選抜においては、調査書、

高等学校在学時の活動、TOEICや英検を含む検定試験の成績・資格などを活用し、志願者の

能力や適性等を多面的・総合的に評価することに努めている。 

また、試験問題の解答、志願者・合格者・入学者数をはじめ大学選択に係る様々な情報を

大学ホームページや入試関係冊子に掲載し、適切に情報を公開している。 

 

学部等名 現代社会学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/public/）              

（概要） 

現代社会学部の目的は、グローバルな視野と社会貢献マインドの育成を図りながら、理論

と実践双方で得られた智慧を地域の中で応用・展開できる人材の育成を目指すこととし、

学科ごとの目的については次のとおりとする。 

ア 現代社会学科の目的は、地域社会のありようを、学際的アプローチを通じて多面的総

合的に把握し、分析できる人材の育成を目指すこととする。 



  

イ 社会防災学科の目的は、社会に貢献するマインドと能力を持った人材及び防災と社会

貢献に関する専門的知識を身につけた人材の育成を目指すこととする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/diploma.html）             

（概要） 

2023 年度以降入学生 

所定の社会科学および人文科学を中心とした学際的な学修を通じて、（1）現代社会の多面

的、総合的な理解、（2）諸課題の発見・把握およびその解決策の探求と実践、（3）グロー

バルな視野と豊かな教養による社会への貢献を行うことができる社会人の育成を目的と

し、これらの能力の獲得と学部・学科カリキュラムに規定する所定単位の修得をもって、

学士課程の学位を授与する。 

 

現代社会学科 

（知識・技能） 

1.社会科学および人文科学の学際的な学修を通じて、現代社会における人びとの暮らし、

仕事と産業、および文化の形成に係る諸事象を多面的、総合的に理解し、その知識を活

用することができる。 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

2.現代社会における人びとの暮らし、仕事と産業、および文化の形成における諸問題を学

際的かつ科学的に発見・把握するとともに、解決の方途を探究し、自らその解決策を実

践することができる。 

（主体性を持って多様な人びとと共同して学ぶ態度） 

3.グローバルな視野を有した一市民としての自覚と自ら成長し続ける意欲を有するととも

に、価値観、意見、立場の異なるさまざまな人びとと議論し、学びを深め、協働して社

会に貢献することができる。 

以上に掲げる能力の獲得と学科カリキュラムに規定する所定単位の修得をもって、学士課

程の学位を授与する。 

 

社会防災学科 

（知識・技能） 

1.社会科学および人文科学を中心とした学際的な学修を通じて、現代社会で起こりうる災

害に対する事前の備えや、事後の社会的混乱の最小化を実現するための専門知識を身に

つけ活用することができる。 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

2.現代社会における防災に係る社会的諸問題を学際的かつ科学的に把握するとともに、解

決の方途を探究し、自らその解決策を実践することができる。 

（主体性を持って多様な人びとと共同して学ぶ態度） 

3.グローバルな視野を有した一市民としての自覚と自ら成長し続ける意欲を有するととも

に、価値観、意見、立場の異なるさまざまな人びとと議論し、学びを深め、協働して社

会に貢献することができる。 

以上に掲げる能力の獲得と学科カリキュラムに規定する所定単位の修得をもって、学士課

程の学位を授与する。 

 

2022 年度以前入学生 

所定の社会科学および人文科学を中心とした学際的な学修を通じて、（1）現代社会の多面

的、総合的な理解、（2）諸課題の発見・把握およびその解決策の探求と実践、（3）グロー

バルな視野と豊かな教養による社会への貢献を行うことができる社会人の育成を目的と

し、これらの能力の獲得と学部・学科カリキュラムに規定する所定単位の修得をもって、

学士課程の学位を授与する。 



  

 

現代社会学科 

（知識・技能） 

1.社会科学および人文科学の学際的な学修を通じて、現代社会における人びとの暮らし、

仕事と産業、および文化の形成に係る諸事象を多面的、総合的に理解し、その知識を活

用することができる。 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

2.現代社会における人びとの暮らし、仕事と産業、および文化の形成における諸問題を学

際的かつ科学的に発見・把握するとともに、解決の方途を探究し、自らその解決策を実

践することができる。 

（主体性を持って多様な人びとと共同して学ぶ態度） 

3.グローバルな視野を有した一市民としての自覚と自ら成長し続ける意欲を有するととも

に、価値観、意見、立場の異なるさまざまな人びとと議論し、学びを深め、協働して社

会に貢献することができる。 

以上に掲げる能力の獲得と学科カリキュラムに規定する所定単位の修得をもって、学士課

程の学位を授与する。 

 

社会防災学科 

（知識・技能） 

1.社会科学および人文科学を中心とした学際的な学修を通じて、現代社会で起こりうる災

害に対する事前の備えや、事後の社会的混乱の最小化を実現するための専門知識を身に

つけ活用することができる。 

（思考力・判断力・表現力等の能力） 

2.現代社会における防災に係る社会的諸問題を学際的かつ科学的に把握するとともに、解

決の方途を探究し、自らその解決策を実践することができる。 

（主体性を持って多様な人びとと共同して学ぶ態度） 

3.グローバルな視野を有した一市民としての自覚と自ら成長し続ける意欲を有するととも

に、価値観、意見、立場の異なるさまざまな人びとと議論し、学びを深め、協働して社

会に貢献することができる。 

以上に掲げる能力の獲得と学科カリキュラムに規定する所定単位の修得をもって、学士課

程の学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/curriculum.html）              



  

（概要） 

2023 年度以降入学生 

現代社会学部では、ディプロマ・ポリシーに掲げた目標を達成するために、共通教育科目、

専門教育科目を体系的に編成し、以下に掲げる教育内容、教育方法に基づき、講義、演習、

実習を適切に組み合わせたカリキュラムを提供する。 

 

1. 教育内容 

1.共通教育科目（主に 1～2 年次） 

教養教育・基礎教育を充実させる目的で開講され、学部教育の基礎となる技能、専門を

超えて将来社会人として必要とされる基礎思考力等、基礎的な実践能力を育成するため

の領域で、リテラシー領域・リベラルアーツ領域の 2領域から構成される。 

2.学部共通科目（主に 1～2 年次） 

【2024年度以降入学生】学際的アプローチのための各学問分野の基礎を学ぶ科目群と、ア

クティブラーニングの方法、キャリアトレーニング、サービスラーニング、キャリア実習、

キャリアプランニングといった実践力、行動力の基礎を身につける共通実習科目群から構

成される。 

【2023年度入学生】学際的アプローチのための各学問分野の基礎を学ぶ科目群と、アクテ

ィブラーニングの方法、キャリアトレーニング、インターンシップ、キャリアプランニン

グといった実践力、行動力の基礎を身につける共通実習科目群から構成される。 

3.専門基幹科目（主に 1～3 年次） 

各学科ごとに「ゼミナール（4 年次は卒業研究【現代社会学科は後期、社会防災学科は

前・後期】と称する）」、さらに、「専門語学」、「専門共通」、「共通実習」の 4フ

ィールドを構成し、「（４）専門分野科目」理解のための基礎を形成する。内容は各学

科ごとに以下のとおりである。 

 

現代社会学科 

「専門語学」 

現代社会に関わるテーマについて、英語でのコミュニケーション力を培い、国際的視野の

陶冶と国際感覚の修得を目的とする。 

「専門共通」 

社会学の基幹的な科目を中心に、専門的な知識を総合的、体系的に学び、専門分野科目理

解の基礎形成を目的とする。 

「共通実習」 

現代社会基礎実習、現代社会実習から構成され、事例聞き取り調査等フィールドワークや、

アンケート調査の技法を学び、社会把握の方法を深めることを目的とする。 

 

社会防災学科 

「専門語学」 

社会貢献として防災においても求められる国際協力において必要となる国際的視野の陶冶

と国際感覚の修得を目的とする。 

「専門共通」 

防災・減災の基礎を学際的に理解すると同時に、防災のために必要となる社会貢献マイン

ドの育成、また防災の社会的・国際的発展の基礎的な理解を目的とする。 

「共通実習」 

救命処置実習、自己防衛実習、防災実習、社会貢献実習、社会防災テーマ型実習、海外実

習、災害救助実習、国内実習、プロジェクト実習から構成され、人命救助方法の修得や国

際理解及び実践力陶冶を目的とする。 

 

4.専門分野科目（1～4 年次） 

各学科ごとに専門科目を分野に分け、1 年次の基礎段階から体系的な履修を促す。内容

は各学科ごとに以下のとおりである。 



  

 

現代社会学科 

個人や家族のくらしの在り方と課題を学ぶ「市民と生活」、社会の経済的側面及びその

課題を職業と産業の視点から学ぶ「仕事と産業」、コミュニティーのあり方とそこに生

まれる文化および情報に関する諸課題に接近する「地域と文化」の 3分野から構成され、

現代社会の多面的・総合的な理解、実践的課題の抽出とともに、課題解決力の育成を目

的とする。 

社会防災学科 

防災のさらなる専門的応用について学ぶ「防災と市民・行政」と、防災の社会的・国際

的展開についてさらに深く学習する「防災と社会貢献・国際協力」から構成され、防災

に係る多面的・総合的な理解、実践的課題の抽出とともに、課題解決力の育成を目的と

する。 

 

5.専門展開科目（1～4 年次） 

学科の枠を超えて他学科の専門科目を履修することができるよう、他学科開講科目の一

定範囲の科目を関連科目として学修し、幅広い視野を身につけることを目的とする。 

 

2. 教育方法 

専門教育科目においては、講義、演習、実習の 3種類を効果的に配置し、それぞれの授

業形態の特性を活かしたアクティブラーニングを実施する。とくに演習、実習において

は課題解決型もしくはＰＢＬの手法を多く取り入れ、学生による主体的な学びを促進す

る。 

 

2022 年度以前入学生 

現代社会学部では、ディプロマ・ポリシーに掲げた目標を達成するために、共通教育科目、

専門教育科目を体系的に編成し、以下に掲げる教育内容、教育方法、教育評価の方針に基

づき、講義、演習、実習を適切に組み合わせたカリキュラムを提供する。 

 

1. 教育内容 

1.共通教育科目（主に 1～2 年次） 

教養教育・基礎教育を充実させる目的で開講され、学部教育の基礎となる技能、専門を

超えて将来社会人として必要とされる基礎思考力等、基礎的な実践能力を育成するため

の領域で、リテラシー領域・リベラルアーツ領域の 2領域から構成される。 

2.専門基礎科目（主に 1～2 年次） 

学際的アプローチのための各学問分野の基礎を学ぶ科目群と、グループ・アプローチ、

ファシリテーター・トレーニング、インターンシップ、キャリアプランニングといった

実践力、行動力の基礎を身につける実習科目群から構成される。 

3.専門基幹科目（主に 1～3 年次） 

各学科ごとに「ゼミナール（4年間継続する【4 年次後期は卒業研究と称する】）」、「専

門共通」、「共通実習」、「専門語学」の 4フィールドから構成され、「（４）専門分

野科目」理解のための基礎を形成する。内容は各学科ごとに以下のとおりである。 

 

現代社会学科 

「専門共通」 

社会学の基幹的な科目を中心に、専門的な知識を総合的、体系的に学び、専門分野科目理

解の基礎形成を目的とする。 

「共通実習」 

現代社会基礎実習、現代社会実習から構成され、事例聞き取り調査等フィールドワークや、

アンケート調査の技法を学び、社会把握の方法を深めることを目的とする。 

「専門語学」 

現代社会に関わるテーマについて、英語でのコミュニケーション力を培い、国際的視野の



  

陶冶と国際感覚の修得を目的とする。 

 

社会防災学科 

「専門共通」 

防災・減災の基礎を学際的に理解すると同時に、防災のために必要となる社会貢献マイン

ドの育成、また防災の社会的・国際的発展の基礎的な理解を目的とする。 

「共通実習」 

救命処置実習、海外実習、国内実習、プロジェクト実習から構成され、人命救助方法の修

得や国際理解及び実践力陶冶を目的とする。 

「専門語学」 

社会貢献として防災においても求められる国際協力において必要となる国際的視野の陶冶

と国際感覚の修得を目的とする。 

 

4.専門分野科目（1～4 年次） 

各学科ごとに専門科目を分野に分け、1 年次の基礎段階から体系的な履修を促す。内容

は各学科ごとに以下のとおりである。 

 

 

現代社会学科 

個人や家族のくらしの在り方と課題を学ぶ「市民と生活」、社会の経済的側面及びその

課題を職業と産業の視点から学ぶ「仕事と産業」、コミュニティーのあり方とそこに生

まれる文化および情報に関する諸課題に接近する「地域と文化」の 3分野から構成され、

現代社会の多面的・総合的な理解、実践的課題の抽出とともに、課題解決力の育成を目

的とする。 

 

社会防災学科 

防災のさらなる専門的応用について学ぶ「防災と市民・行政」と、防災の社会的・国際

的展開についてさらに深く学習する「防災と社会貢献・国際協力」から構成され、防災

に係る多面的・総合的な理解、実践的課題の抽出とともに、課題解決力の育成を目的と

する。 

 

5.専門展開科目（1～4 年次） 

学科の枠を超えて他学科の専門科目を履修することができるよう、他学科開講科目の一

定範囲の科目を関連科目として学修し、幅広い視野を身につけることを目的とする。 

 

2. 教育方法 

専門教育科目においては、講義、演習、実習の 3種類を効果的に配置し、それぞれの授

業形態の特性を活かしたアクティブラーニングを実施する。とくに演習、実習において

は課題解決型もしくはＰＢＬの手法を多く取り入れ、学生による主体的な学びを促進す

る。 



  

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/admission.html）         

（概要） 

2023 年度以降入学生 

現代社会学部は、学際的及び実践的な学びを重視し、社会の様々な分野の問題解決にチャ

レンジし、社会貢献を実践できる社会人を育成するため、以下のような方々の入学を期待

しています。 

 

1.大学で学ぶために必要な高等学校卒業相当程度の基礎学力を有している人（知識・理解） 

2.社会や人間に対する関心を持つとともに、それを深く理解しようとする人（関心・態度） 

3.課題を発見、分析し、解決しようとする志向性を有している人（思考・判断） 

4.自分の経験や考えを的確に表現するとともに、それを他者と交換しようと努める人（技

能・表現） 

 

2022 年度以前入学生 

現代社会学部は、学際的及び実践的な学びを重視し、社会の様々な分野の問題解決にチャ

レンジし、社会貢献を実践できる社会人を育成するため、以下のような方々の入学を期待

しています。 

 

1.大学で学ぶために必要な高等学校卒業相当程度の基礎学力を有している人（知識・理解） 

2.社会や人間に対する関心を持つとともに、それを深く理解しようとする人（関心・態度） 

3.課題を発見、分析し、解決しようとする志向性を有している人（思考・判断） 

4.自分の経験や考えを的確に表現するとともに、それを他者と交換しようと努める人（技

能・表現） 

 

【入試に係る取組・改善状況について】 

大学入学者選抜実施要項に定める入試日程を遵守し、学校推薦型選抜においては、調査書、

高等学校在学時の活動、TOEICや英検を含む検定試験の成績・資格などを活用し、志願者の

能力や適性等を多面的・総合的に評価することに努めている。 

また、試験問題の解答、志願者・合格者・入学者数をはじめ大学選択に係る様々な情報を

大学ホームページや入試関係冊子に掲載し、適切に情報を公開している。 

 

学部等名 グローバル・コミュニケーション学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/public/）              

（概要） 

グローバル・コミュニケーション学部の目的は、外国語の実践的で高度な運用能力ととも

に、言語の基礎にある文化や社会の多様性に配慮できる幅広い知識や教養、また他者と協

調、協働できるたくましい対人コミュニケーション力を備え、よってグローバル社会にお

いてもアイデンティティを堅持し、豊かな国際社会の創造に貢献しうる人材を養成するこ

ととする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/diploma.html）             

（概要） 

1.実践的で高度な外国語の運用ができる 

2.他者と協調、協働できるコミュニケーション力を持つことができる 

3.言語の基礎にある多様な社会、文化、歴史、政治、経済などについて幅広い知識や教養

を身に付けることができる 

4.（英語コース）教育現場で有効な、英語に関する体系的で専門的な知識と指導法を習得



  

することができる 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/curriculum.html）              

（概要） 

1.基礎科目（主に第 1～4セメスター） 

専攻分野の全体像を提示して大学教育への導入をはかります。 

大学での学習に必要な最低限の知識と技能を習得します。 

自分と他者との相互理解を実現するコミュニケーションスキルを養成します。 

2.共通教育科目（主に第 1～4セメスター） 

コースで学ぶ外国語とは異なるもう一つの外国語を学びます。 

情報機器の操作法など大学で学ぶために必須のリテラシーを習得します。 

社会人として必要な幅広い教養と基礎知識を身に付けます。 

真理を探究しようとする知的好奇心を育みます。 

3.基本語学と実践語学（第 1～7セメスター） 

高度な外国語能力の獲得と、それを実社会で実践的に運用する方法を学びます。 

4.学部・各コース講義科目（第 1～8セメスター） 

語学力を鍛えるとともに、言語の基礎にある社会や文化について学びます。 

言語習得を通して、社会で勤労するための基本的能力を備えます。 

演習形式で専門的言語学の考察の方法を体験的に学びます。 

学部の理念である言語とグローバリズムについて理解します。 

5.他学部関連科目（第 3～6 セメスター） 

総合大学の利点を生かし、より広い専門分野を学びます。 

6.海外語学研修（留学）・企業インターンシップ（第 1～6セメスター） 

第 5セメスターに、海外あるいは実社会を実際に経験し、グローバル・コミュニケーシ

ョンの重要性を体験的に理解します。またそのために海外語学研修、企業インターンシ

ップの前後に「事前研修」と「フォローアップ」を用意して、現地研修の成果をより確

実なものにします。 

7.卒業研究及びグローバル・コミュニケーション研究（第 8セメスター） 

自らが設定した課題を 4年間で修得した幅広い教養と専門的知識で解明します。 

他者とコミュニケーションをはかり、原則として協働作業で研究の成果物を作成しま

す。 

課題解明への過程をまとめあげ、卒業論文に結実させることもできます。 

8.教職課程（英語）に関する科目（第 1～8セメスター） 

英語の教員を志す学生は、教職に必要な知識や能力を身に付けます。 



  

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/admission.html）         

（概要） 

1.大学で学ぶために必要な高等学校卒業相当程度の基礎学力を有し、本学の教育理念の趣

旨に賛同する人 

2.世界の社会と文化、また人間と言語に対して強い関心を持つとともに、それを理解し、

実践的な知識や能力にするため、ひたむきに努力できる人 

3.他者と積極的にコミュニケーションをはかり、広く国際的な場で他者と協調・協働しな

がら、よりよい社会を生み出そうとする人 

4.教員として社会で活躍したいと考え、英語についての基本的能力を持ち、さらに専門的

研究を深めようとする人 

5.卒業後も真理を愛好するものとして、学びを続け、積極的に社会に貢献しようとする人 

 

このポリシーに基づき、それを実現するような学生の入学を求め、入学者選抜においては

厳密公正に行うこととする。 

 

【入試に係る取組・改善状況について】 

大学入学者選抜実施要項に定める入試日程を遵守し、学校推薦型選抜においては、調査書、

高等学校在学時の活動、TOEICや英検を含む検定試験の成績・資格などを活用し、志願者の

能力や適性等を多面的・総合的に評価することに努めている。 

また、試験問題の解答、志願者・合格者・入学者数をはじめ大学選択に係る様々な情報を

大学ホームページや入試関係冊子に掲載し、適切に情報を公開している。 

 

学部等名 総合リハビリテーション学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/public/）              

（概要） 

総合リハビリテーション学部の目的は、理学療法士、作業療法士、社会福祉士及び精神保

健福祉士の資格取得を基本としながら、活動制限や参加制約のある人々の生活機能の維持

回復を目指すため、専門知識及び技術を修得し、広く社会に貢献する人材を養成すること

とし、学科ごとの目的については次のとおりとする。 

ア 理学療法学科の目的は、医療及び社会の要請により理学療法の対象範囲が拡大してい

るなか、疾病又は障害を有する人の機能障害・活動制限・社会参加制約の改善に加え

て、健康の維持・増進から在宅生活支援までを含む、多様な対応を担うことができる

理学療法士を養成することとする。 

イ 作業療法学科の目的は、医療及び社会の要請により作業療法の対象範囲が拡大してい

るなか、身体機能・精神機能の回復、社会適応能力・対人関係能力の改善、発達機能

の向上等、作業療法の多様な対応を担うことができる作業療法士を養成することとす

る。 

ウ 社会リハビリテーション学科の目的は、社会福祉士及び精神保健福祉士の資格取得を

基本とし、人と生活環境に関わる上での前提となる価値及び倫理の基盤に立ち、現状

を把握し、将来への展望を持つた社会福祉実践に必要な専門知識及び技術を修得した

人材を養成することとする。 



  

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/diploma.html）             

（概要） 

2024 年度以降入学生 

理学療法学科 

（人間性・教養） 

1.豊かな人間性と高い教養を身につけようとすることができる。 

（知識・技能） 

2.理学療法士の国家資格を取得できる知識・技術・態度を有し、応用することができる。 

3.実践的な知識・技術・態度を有し、対象者から学ぶ姿勢を身につけている。 

（思考力・判断力） 

4.専門的な知識や技能を活用し対象者の課題を見出していく思考力や判断力を身につけて

いる。 

（主体性・連携） 

5.現場の課題を見つけ、主体的に取り組むことができる。 

6.専門職連携を実践できる姿勢を身につけている。 

（倫理） 

7.高い倫理観を有し、責任のある態度をとることが出来る。 

 

作業療法学科 

（人間性・教養） 

1.広い教養と豊かな人間性や社会性を身につけている。 

（知識・技能） 

2.作業療法士の国家資格を取得できる知識・技術・態度を身につけている。 

3.専門的な知識・技術・態度を活用して、対象者の課題を発見し、多角的に考察して、解

決する方策を導くことができる。 

（思考力・判断力） 

4.対象者の想いを理解し、良好なコミュニケーションをとることができ、対象者から学ぶ

思考力を身につけている。 

5.先達の臨床実践や研究から知見を得て，分析・解釈し、対象者に活用できる思考力と判

断力を身につけている。 

（主体性・連携） 

6.地域社会や専門領域の課題を発見し、それを解決するために主体的に取り組むことがで

きる。 

7.地域社会や専門領域の課題を発見し、専門職連携を実践できる姿勢を身につけている。 

（倫理） 

8.高い倫理観を有し、責任のある態度をとることができる。 

 

社会リハビリテーション学科 

（人間性・教養） 

1.広い教養と豊かな人間性や社会性を身につけている。 

（知識・技能） 

2.社会福祉の広範かつ専門的な知識・技能・態度とともに、人々を取り巻く生活環境に関

する知識・技能を修得している。 

3.社会福祉士・精神保健福祉士をめざす者は、国家資格を取得できる知識・技能を修得し

ている。 

（思考力・判断力） 

4.社会問題に関心を持ち、人々の生活課題を発見・把握し、それに対応するための思考力・

判断力を身につけている。 

（主体性・連携） 

5.保健・医療・福祉の現場および地域社会、企業等における課題を解決し、チーム医療や



  

総合的福祉、地域社会開発の担い手となることができる。 

（倫理） 

6.高い倫理観を有し、責任のある態度をとることができる。 

 

2023 年度以前入学生 

（主体的に学習に取り組む態度） 

1.本学の卒業生は、一般教養とその裏付けとなる基礎教育を重視し、人文・社会科学や自

然科学の知識と「真理愛好・個性尊重」に裏付けられた人間教育を享受し、現代に生き

る社会人としての人格形成に努めることができる。 

（知識・技能） 

2.本学の卒業生は、理学療法士・作業療法士・社会福祉士・精神保健福祉士の国家資格を

取得できる知識・技能を身につけている。 

（思考・判断・表現）（主体的に学習に取り組む態度） 

3.本学の卒業生は、リハビリテーションに関する広範な知識を修得するとともに、臨床現

場、地域社会、企業等において、リハビリテーションサービスを必要とする人・生活上

の困難を抱えた人に対応することができる。 

（思考・判断・表現）（主体的に学習に取り組む態度） 

4.本学の卒業生は、リハビリテーションの広範かつ専門的な知識・技能・態度を修得する

とともに、保健・医療・福祉の現場および地域社会での課題を解決し、チーム医療や総

合的福祉、地域社会開発の担い手となることができる。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/curriculum.html）              



  

（概要） 

2024 年度以降入学生 

総合リハビリテーション学部では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力を修得させる

ために、以下のような内容、方法、評価の方針に基づき、教育課程を編成します。 

 

1. 教育内容 

1.「共通教育科目」においては、「リテラシー領域」と「リベラルアーツ領域」の履修を

通して、語学および人文・社会科学や自然科学の知識などの一般教養を学びます。 

2.「リテラシー領域」では、学部専門教育の基礎となる技能、社会人として必要とされる

基礎的な思考力や実践能力を育成します。 

3.「リベラルアーツ領域」では、総合大学の強みを生かして、専門の枠を超える広い視野

と柔軟な思考力を育成します。 

「専門教育科目」は、以下の専門的な知識と思考力を育成するために体系的に編成されて

います。 

4.理学療法士、作業療法士、社会福祉士、精神保健福祉士の国家資格を取得するために必

要な知識、技能、思考力、判断力および表現力を育成します。理学療法学科では、健康

運動実践指導者認定試験受験資格に必要な知識、技能、思考力、判断力および表現力を

育成します。 

5.保健・医療・福祉分野に従事する者として必要とされる専門的な知識、技能、態度、思

考力、判断力、表現力を育成します。 

6.専門職連携の必要性と意義を理解し、専門職の独自性と協調性について熟達し、さらに

開発に繋げられる、知識、技能、態度、思考力、判断力、表現力を育成します。 

7.地域社会と国際社会に貢献できる能力を育成します。 

8.学際領域や地域との連携・協働を通じて実践力を育成します。 

2. 教育方法 

理学療法学科 

1.保健・医療・福祉分野に従事する者として必要とされる知識の修得のために、重点的に

講義を実施します。 

2.保健・医療・福祉分野に従事する者として必要とされる知識、技能、思考力・判断力、

意欲・態度の修得のために、演習および実習を実施します。主体的な学びを促進するた

めに、アクティブ・ラーニングを取り入れた問題解決型の教育方法を採用します。 

3.保健・医療・福祉分野に従事する者として必要とされる、実践的な技能、思考力・判断

力、意欲・態度の修得のために、学外の医療施設及び福祉施設等で、各学年において臨

床実習を実施します。 

作業療法学科 

1.保健・医療・福祉分野に従事する者として必要とされる知識の修得のために、重点的に

講義を実施します。 

2.保健・医療・福祉分野に従事する者として必要とされる知識、技能、思考力・判断力、

意欲・態度の修得のために、演習および実習を実施します。主体的な学びを促進するた

めに、アクティブ・ラーニングを取り入れた問題解決型の教育方法を採用します。 

3.保健・医療・福祉分野に従事する者として必要とされる、実践的な技能、思考力・判断

力、意欲・態度の修得のために、学外の医療施設および福祉施設等で、各学年において

臨床実習を実施します。 

4.作業療法は心身両方にアプローチする領域であるので、多分野にわたった学際的な学び

を展開するための講義・実習を実施します。 

社会リハビリテーション学科 

1.初年次より 4 年間、少人数ゼミの履修を必修とし、自分の考えを明確に持ち、集団のな

かで発言することを繰り返し行い、専門的な知識を身につける教育を実施します。 

2.社会福祉および保健医療現場、企業やＮＰＯなどにおいて有用な人材として活躍できる

よう、2年次後期からのコース選択を実施し、より専門的、かつ重点的な講義を実施しま

す。 



  

3.多様な社会福祉援助技術、生活問題の解決能力の習得のため、相談援助演習や社会福祉

現場での実習を行い、それらの経験の学びの振り返りを促し、きめ細かな授業を実施し

ます。 

4.大学近隣の地域をフィールドとし、少子高齢化など様々な社会問題に取り組むアクティ

ブ・ラーニングを取り入れ、広い視野で、自ら考え行動できる実践的な教育方法を採用

します。 

5.ユニバーサルデザインや福祉用具、住環境など人々を取り巻く環境に対して提案のでき

る、専門的かつ実践に強い人材を育成するために、最新設備が備わった実習室における

主体的な教育を実施します。 

 

3. 評価方法 

理学療法学科 

1.保健・医療・福祉分野に従事する理学療法士の国家試験合格に必要な知識の評価に、論

述試験・口頭試験・客観試験を実施します。 

2.保健・医療・福祉分野に従事する理学療法士の国家試験合格に必要な知識、技能、思考

力・判断力、意欲・態度をシミュレーションテスト・実地試験・観察記録法・卒業論文

で評価します。 

作業療法学科 

1.保健・医療・福祉分野に従事する作業療法士の国家試験合格に必要な知識の評価に、論

述試験・口頭試験・客観試験を実施します。 

2.保健・医療・福祉分野に従事する作業療法士の国家試験合格に必要な知識、技能、思考

力・判断力、意欲・態度をシミュレーションテスト・実地試験・観察記録法・研究論文

で評価します。 

社会リハビリテーション学科 

1.社会福祉に関連する様々な分野に従事する社会福祉士や精神保健福祉士の国家試験合格

に必要な知識の評価に、発表報告・論述試験・客観試験を実施します。 

2.社会福祉に関連する様々な分野に従事する社会福祉士や精神保健福祉士の国家試験合格

に必要な知識、技能、思考力・判断力、意欲・態度を演習・実習の参加状況・作成され

た記録やレポートを通し評価します。 

3.社会的課題や問題に対して具体的な解決策や行動計画を提案できる知識と思考力、およ

び判断力を、発表内容や実習の参加状況などを通し評価します。 

4.DPで掲げられた能力の形成的評価を行うために、毎学期、履修系統図（カリキュラムマ

ップ）を活用して、ゼミ教員による面談を実施します。 

5.4年間の総括的な学習成果については、卒業論文によって評価します。 

 

2023 年度以前入学生 

総合リハビリテーション学部では、卒業認定・学位授与の方針に掲げる能力を修得させる

ために、以下のような内容、方法、評価の方針に基づき、教育課程を編成します。 

 

1. 教育内容 

1.「共通教育科目」においては、「リテラシー領域」と「リベラルアーツ領域」の履修を

通して、語学および人文・社会科学や自然科学の知識などの一般教養を学びます。 

2.「リテラシー領域」では、学部専門教育の基礎となる技能、社会人として必要とされる

基礎的な思考力や実践能力を育成します。 

3.「リベラルアーツ領域」では、総合大学の強みを生かして、専門の枠を超える広い視野

と柔軟な思考力を育成します。 

「専門教育科目」は、以下の専門的な知識と思考力を育成するために体系的に編成されて

います。 

4.理学療法士、作業療法士、社会福祉士、精神保健福祉士の国家資格を取得するために必

要な知識、技能、思考力、判断力および表現力を育成します。理学療法学科では、健康

運動実践指導者認定試験受験資格に必要な知識、技能、思考力、判断力および表現力を



  

育成します。 

5.保健・医療・福祉分野に従事する者として必要とされる専門的な知識、技能、態度、思

考力、判断力、表現力を育成します。 

6.専門職連携の必要性と意義を理解し、専門職の独自性と協調性について熟達し、さらに

開発に繋げられる、知識、技能、態度、思考力、判断力、表現力を育成します。 

7.地域社会と国際社会に貢献できる能力を育成します。 

8.学際領域や地域との連携・協働を通じて実践力を育成します。 

 

2. 教育方法 

理学療法学科 

1.保健・医療・福祉分野に従事する者として必要とされる知識の修得のために、重点的に

講義を実施します。 

2.保健・医療・福祉分野に従事する者として必要とされる知識、技能、思考力・判断力、

意欲・態度の修得のために、演習および実習を実施します。主体的な学びを促進するた

めに、アクティブ・ラーニングを取り入れた問題解決型の教育方法を採用します。 

3.保健・医療・福祉分野に従事する者として必要とされる、実践的な技能、思考力・判断

力、意欲・態度の修得のために、学外の医療施設及び福祉施設等で、各学年において臨

床実習を実施します。 

作業療法学科 

1.保健・医療・福祉分野に従事する者として必要とされる知識の修得のために、重点的に

講義を実施します。 

2.保健・医療・福祉分野に従事する者として必要とされる知識、技能、思考力・判断力、

意欲・態度の修得のために、演習および実習を実施します。主体的な学びを促進するた

めに、アクティブ・ラーニングを取り入れた問題解決型の教育方法を採用します。 

3.保健・医療・福祉分野に従事する者として必要とされる、実践的な技能、思考力・判断

力、意欲・態度の修得のために、学外の医療施設および福祉施設等で、各学年において

臨床実習を実施します。 

4.作業療法は心身両方にアプローチする領域であるので、多分野にわたった学際的な学び

を展開するための講義・実習を実施します。 

社会リハビリテーション学科 

1.初年次より 4 年間、少人数ゼミの履修を必修とし、自分の考えを明確に持ち、集団のな

かで発言することを繰り返し行い、専門的な知識を身につける教育を実施します。 

2.社会福祉および保健医療現場、企業やＮＰＯなどにおいて有用な人材として活躍できる

よう、2年次後期からのコース選択を実施し、より専門的、かつ重点的な講義を実施しま

す。 

3.多様な社会福祉援助技術、生活問題の解決能力の習得のため、相談援助演習や社会福祉

現場での実習を行い、それらの経験の学びの振り返りを促し、きめ細かな授業を実施し

ます。 

4.大学近隣の地域をフィールドとし、少子高齢化など様々な社会問題に取り組むアクティ

ブ・ラーニングを取り入れ、広い視野で、自ら考え行動できる実践的な教育方法を採用

します。 

5.ユニバーサルデザインや福祉用具、住環境など人々を取り巻く環境に対して提案のでき

る、専門的かつ実践に強い人材を育成するために、最新設備が備わった実習室における

主体的な教育を実施します。 

 

3. 評価方法 

理学療法学科 

1.保健・医療・福祉分野に従事する理学療法士の国家試験合格に必要な知識の評価に、論

述試験・口頭試験・客観試験を実施します。 

2.保健・医療・福祉分野に従事する理学療法士の国家試験合格に必要な知識、技能、思考

力・判断力、意欲・態度をシミュレーションテスト・実地試験・観察記録法・卒業論文



  

で評価します。 

作業療法学科 

1.保健・医療・福祉分野に従事する作業療法士の国家試験合格に必要な知識の評価に、論

述試験・口頭試験・客観試験を実施します。 

2.保健・医療・福祉分野に従事する作業療法士の国家試験合格に必要な知識、技能、思考

力・判断力、意欲・態度をシミュレーションテスト・実地試験・観察記録法・研究論文

で評価します。 

社会リハビリテーション学科 

1.社会福祉に関連する様々な分野に従事する社会福祉士や精神保健福祉士の国家試験合格

に必要な知識の評価に、発表報告・論述試験・客観試験を実施します。 

2.社会福祉に関連する様々な分野に従事する社会福祉士や精神保健福祉士の国家試験合格

に必要な知識、技能、思考力・判断力、意欲・態度を演習・実習の参加状況・作成され

た記録やレポートを通し評価します。 

3.社会的課題や問題に対して具体的な解決策や行動計画を提案できる知識と思考力、およ

び判断力を、発表内容や実習の参加状況などを通し評価します。 

4.DPで掲げられた能力の形成的評価を行うために、毎学期、履修系統図（カリキュラムマ

ップ）を活用して、ゼミ教員による面談を実施します。 

5.4年間の総括的な学習成果については、卒業論文によって評価します。 



  

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/admission.html）         

（概要） 

2024 年度以降入学生 

教育目標 

総合リハビリテーション学部では、専門的な視点を持ちつつも人間性や協調性に優れ、対

象となる人々がその人らしい生き生きとした人生を送れるよう包括的に支援できる人材を

育成します。 

求める学生像 

1.入学後の修学に必要な基礎学力を有している人。（知識・理解） 

2.分かりやすい言葉を用いて発表したり、文章を作成できる人。（思考・判断・表現） 

3.受身の学習だけでなく能動的な学習にも取り組める人。（関心・意欲） 

4.人への関心が高く、専門職を目指す意志を持ち、協調性に優れ協働しながら課題に取り

組める人。（態度） 

入学者選抜の基本方針 

【2025年度以降入学生】 

1.高校で習った科目の基礎的な学力を重視します。 

2.単に覚えた知識だけでなく応用力を重視します。 

3.面接を課す入試では、学力試験では分からない共感力や向上心も評価します。 

【2024年度入学生】 

1.高校で習った科目の基礎的な学力を重視します。 

2.単に覚えた知識だけでなく応用力を重視します。 

3.公募制推薦入試では、調査書の評定を評価に加えます。 

4.面接を課す入試では、学力試験では分からない共感力や向上心も評価します。 

 

理学療法学科 

教育目標 

理学療法学科では、保健・医療・福祉の領域で活躍しうる理学療法士を育成します。 

 

求める学生像 

1.入学後の修学に必要な基礎学力を有している人。（知識・理解） 

2.自分の知識や考えを適切に整理し、相手に分かりやすく伝えることができる人。（思考・

判断・表現） 

3.入学後も目標に向けた学習を継続できる人。（関心・意欲） 

4.人への関心が高く、保健・医療・福祉の分野に貢献したいという情熱を持っている人。

（関心・意欲） 

5.幅広い人間性や協調性を有し、周囲の人と良好な関係を保つことができる人。（態度） 

入学者選抜の基本方針 

理学療法学科では、一般選抜入試（前期日程、中期日程、後期日程）のほか、総合型選抜、

公募制推薦入試、附属高等学校接続型入試および大学入学共通テスト利用入試等複数の入

学者選抜方式を採用し、多様な人材を受け入れることをめざしています。 

一般選抜入試 

・入学後の修学に必要な基礎学力の学習達成度を測るため、指定した教科・科目の学力検

査を行います。（知識・理解） 

総合型選抜（理学療法学科適性評価入試） 

・学力試験とは異なる角度から適性を評価します。（思考・判断・表現）（関心・意欲） 

公募制推薦入試 

・指定した教科・科目に対して、学習達成度を測るための学力検査に加えて、調査書の評

定点や学業以外に成果も評価します。（知識・理解）（関心・意欲） 

附属高等学校接続型入試 

・本学の教育理念と本学科の教育目標をよく理解し、高等学校で勉学に真摯に取り組み、



  

様々な活動をした人を求めます。書類審査（課題レポート）、面接で選考します。（思

考・判断・表現）（関心・意欲・態度） 

大学入学共通テスト利用入試 

・大学入学共通テスト受験科目のうち、指定した科目で評価します。（知識・理解） 

 

作業療法学科 

教育目標 

作業療法学科では、対象者の年齢（子どもからおとしよりまで）・障がい（こころとから

だ）を問わず、医療機関、福祉・保健施設、学校、在宅など幅広い分野・領域において、適

切な作業療法を実践するための知識と技術を修得した作業療法士を育成します。 

求める学生像 

1.入学後の修学に必要な基礎学力を有している人。（知識・理解） 

2.分かりやすい言葉を用いて発表したり、文章を作成できる人。（思考・判断・表現） 

3.受身の学習だけでなく能動的な学習にも取り組める人。（関心・意欲） 

4.人への関心が高く、専門職を目指す意志を持ち、協調性に優れ協働しながら課題に取り

組める人。（態度） 

入学者選抜の基本方針 

・作業療法学科では、一般選抜入試（前期日程、中期日程、後期日程）のほか、総合型選

抜、公募制推薦入試、指定校推薦入試、附属高等学校接続型入試および大学入学共通テ

スト利用入試等複数の入学者選抜方式を採用し、多様な人材を受け入れることをめざし

ています。 

一般選抜入試 

・入学後の修学に必要な基礎学力の学習達成度を測るため、指定した教科・科目の学力検

査を行います。（知識・理解） 

総合型選抜（作業療法士適性評価入試） 

・学力試験とは異なる角度から適性を評価します。（思考・判断・表現）（関心・意欲） 

公募制推薦入試 

・指定した教科・科目に対して、学習達成度を測るための学力検査に加えて、調査書の評

定点や学業以外に成果も評価します。（知識・理解）（関心・意欲） 

指定校推薦入試 

・高等学校在学中の学業や課外活動の成果を尊重し、創造的思考力・問題解決力等の面で

豊かな可能性を具えた人を求めます。（知識・理解）（思考・判断・表現） 

・調査書の評定点や課外活動など学業以外の成果を評価します。（関心・意欲・態度）（技

能） 

附属高等学校接続型入試 

・本学の教育理念と本学科の教育目標をよく理解し、高等学校で勉学に真摯に取り組み、

様々な活動をした人を求めます。書類審査（課題レポート）、面接で選考します。（思

考・判断・表現）（関心・意欲・態度） 

大学入学共通テスト利用入試 

・大学入学共通テスト受験科目のうち、指定した科目で評価します。（知識・理解） 

 

社会リハビリテーション学科 

社会福祉および保健医療現場、企業や NPO などにおいて将来活躍できる人材を育成します。

ユニバーサルデザインや福祉用具、住環境など人々を取り巻く環境に対して提案のできる、

専門的かつ実践に強い人材を育成します。 

求める学生像 

1.人への関心が高く、専門職を目指す意志を持ち、協調性に優れ協働しながら課題に取り

組める人。（知識・理解） 

2.分かりやすい言葉を用いて発表したり、文章を作成できる人。（思考・判断・表現） 

3.受身の学習だけでなく能動的な学習にも取り組める人。（関心・意欲・態度） 

 



  

入学者選抜の基本方針 

社会リハビリテーション学科では、一般選抜入試（前期日程、中期日程、後期日程）のほ

か、総合型選抜（AO入試）、指定クラブ強化特別入試、公募制推薦入試、指定校推薦入試、

附属高等学校接続型入試、外国人留学生入試、帰国生入試、社会人入試および大学入学共

通テスト利用入試等を採用し、多様な人材を受け入れることをめざしています。 

一般選抜入試 

・基礎的学力や応用力を備え、高い学習意欲を有している人を求めます。（知識・理解） 

・指定した教科・科目の学習達成度を測るための学力検査を行います。 

総合型選抜（AO 入試） 

・高等学校もしくは中等教育学校において積極的な学習意欲をもちながら、課外活動やボ

ランティア等の社会活動を行うことによって人間的成長を遂げ、それを自分自身の魅力

としてアピールできることを評価します。（思考・判断・表現） 

・本学科の教育目標をよく理解していることが求められます。（関心・意欲・態度） 

・書類審査、小論文、面接で選考します。（思考・判断・表現）（関心・意欲・態度） 

指定クラブ強化特別入試 

・高等学校もしくは中等教育学校において、スポーツ・文化活動面で優れた能力を発揮し、

大学教育を受けるために必要な基礎学力を有し、入学後も勉学と課外活動を両立させる

強い意志をもつ人を対象とします。（技能・表現） 

・書類審査、面接で選考します。（思考・判断・表現）（関心・意欲・態度） 

公募制推薦入試 

・高等学校で勉学に真摯に取り組み一定レベルの学力を修得したと認められ、これに加え

て、課外活動、外国語の修得、スポーツや芸術分野への優れた取り組みも評価の対象と

します。書類審査と基礎的な適性調査により選考します。（知識・理解）（関心・意欲・

態度） 

指定校推薦入試 

・高等学校在学中の学業や課外活動の成果を尊重し、創造的思考力・問題解決力等の面で

豊かな可能性を具えた人を求めます。（知識・理解）（思考・判断・表現） 

・調査書の評定点や課外活動など学業以外の成果を評価します。（関心・意欲・態度）（技

能） 

附属高等学校接続型入試 

・本学の教育理念と本学科の教育目標をよく理解し、高等学校で勉学に真摯に取り組み、

様々な活動をした人を求めます。書類審査、小論文、面接で選考します。（思考・判断・

表現）（関心・意欲・態度） 

外国人留学生入試 

・定められた教育を外国で受けて、本学科の授業を理解できる日本語能力を身につけた外

国人を対象とします。（技能・表現） 

・書類審査、小論文、面接で選考します。（思考・判断・表現）（関心・意欲・態度） 

帰国生入試 

・帰国生を対象としています。 

・書類審査、小論文で選考します。（思考・判断・表現）（関心・意欲・態度） 

社会人入試 

・旺盛な勉学意欲をもつ社会人を対象とします。 

・書類審査、小論文、面接で選考します。（思考・判断・表現）（関心・意欲・態度） 

大学入学共通テスト利用入試 

・基礎的学力が体系的に身についており、高い学習意欲を有している人を求めます。（知

識・理解） 

 

2023 年度以前入学生 

教育目標 

総合リハビリテーション学部では、専門的な視点を持ちつつも人間性や協調性に優れ、対

象となる人々がその人らしい生き生きとした人生を送れるよう包括的に支援できる人材を



  

育成します。 

求める学生像 

1.入学後の修学に必要な基礎学力を有している人。（知識・理解） 

2.分かりやすい言葉を用いて発表したり、文章を作成できる人。（思考・判断・表現） 

3.受身の学習だけでなく能動的な学習にも取り組める人。（関心・意欲） 

4.人への関心が高く、専門職を目指す意志を持ち、協調性に優れ協働しながら課題に取り

組める人。（態度） 

入学者選抜の基本方針 

1.高校で習った科目の基礎的な学力を重視します。 

2.単に覚えた知識だけでなく応用力を重視します。 

3.公募制推薦入試では、調査書の評定を評価に加えます。 

4.面接を課す入試では、学力試験では分からない共感力や向上心も評価します。 

 

理学療法学科 

教育目標 

理学療法学科では、保健・医療・福祉の領域で活躍しうる理学療法士を育成します。 

求める学生像 

1.入学後の修学に必要な基礎学力を有している人。（知識・理解） 

2.自分の知識や考えを適切に整理し、相手に分かりやすく伝えることができる人。（思考・

判断・表現） 

3.入学後も目標に向けた学習を継続できる人。（関心・意欲） 

4.人への関心が高く、保健・医療・福祉の分野に貢献したいという情熱を持っている人。

（関心・意欲） 

5.幅広い人間性や協調性を有し、周囲の人と良好な関係を保つことができる人。（態度） 

入学者選抜の基本方針 

・理学療法学科では、一般入試（前期日程、中期日程、後期日程）のほか、公募制推薦入

試および大学入学共通テスト利用入試等複数の入学者選抜方式を採用し、多様な人材を

受け入れることをめざしています。 

一般入試 

・入学後の修学に必要な基礎学力の学習達成度を測るため、指定した教科・科目の学力検

査を行います。（知識・理解） 

公募制推薦入試 

・指定した教科・科目に対して、学習達成度を測るための学力検査に加えて、調査書の評

定点や学業以外に成果も評価します。（知識・理解）（関心・意欲） 

大学入学共通テスト利用入試 

・大学入学共通テスト受験科目のうち、指定した科目で評価します。（知識・理解） 

神戸学院大学附属高校特別入試 

・本学の教育理念と本学科の教育目標をよく理解し、高等学校で勉学に真摯に取り組み、

様々な活動をした人を求めます。書類審査（課題レポート）、面接で選考します。（思

考・判断・表現）（関心・意欲・態度） 

 

作業療法学科 

教育目標 

作業療法学科では、対象者の年齢（子どもからおとしよりまで）・障がい（こころとから

だ）を問わず、医療機関、福祉・保健施設、学校、在宅など幅広い分野・領域において、適

切な作業療法を実践するための知識と技術を修得した作業療法士を育成します。 

求める学生像 

1.入学後の修学に必要な基礎学力を有している人。（知識・理解） 

2.分かりやすい言葉を用いて発表したり、文章を作成できる人。（思考・判断・表現） 

3.受身の学習だけでなく能動的な学習にも取り組める人。（関心・意欲） 

4.人への関心が高く、専門職を目指す意志を持ち、協調性に優れ協働しながら課題に取り



  

組める人。（態度） 

入学者選抜の基本方針 

・作業療法学科では、一般入試（前期日程、中期日程、後期日程）のほか、公募制推薦入

試および大学入学共通テスト利用入試等複数の入学者選抜方式を採用し、多様な人材を

受け入れることをめざしています。 

一般入試 

・入学後の修学に必要な基礎学力の学習達成度を測るため、指定した教科・科目の学力検

査を行います。（知識・理解） 

公募制推薦入試 

・指定した教科・科目に対して、学習達成度を測るための学力検査に加えて、調査書の評

定点や学業以外に成果も評価します。（知識・理解）（関心・意欲） 

大学入学共通テスト利用入試 

・大学入学共通テスト受験科目のうち、指定した科目で評価します。（知識・理解） 

指定校推薦入試 

・高等学校在学中の学業や課外活動の成果を尊重し、創造的思考力・問題解決力等の面で

豊かな可能性を具えた人を求めます。（知識・理解）（思考・判断・表現） 

・調査書の評定点や課外活動など学業以外の成果を評価します。（関心・意欲・態度）（技

能） 

神戸学院大学附属高校特別入試 

・本学の教育理念と本学科の教育目標をよく理解し、高等学校で勉学に真摯に取り組み、

様々な活動をした人を求めます。書類審査（課題レポート）、面接で選考します。（思

考・判断・表現）（関心・意欲・態度） 

 

社会リハビリテーション学科 

教育目標 

社会福祉および保健医療現場、企業やＮＰＯなどにおいて将来活躍できる人材を育成しま

す。ユニバーサルデザインや福祉用具、住環境など人々を取り巻く環境に対して提案ので

きる、専門的かつ実践に強い人材を育成します。 

求める学生像 

1.人への関心が高く、専門職を目指す意志を持ち、協調性に優れ協働しながら課題に取り

組める人。（知識・理解） 

2.分かりやすい言葉を用いて発表したり、文章を作成できる人。（思考・判断・表現） 

3.受身の学習だけでなく能動的な学習にも取り組める人。（関心・意欲・態度） 

入学者選抜の基本方針 

社会リハビリテーション学科では、一般入試（前期日程、中期日程、後期日程）のほか、

AO 入試、公募制推薦入試、大学入学共通テスト利用入試等を採用し、多様な人材を受け入

れることをめざしています。 

一般入試 

・基礎的学力や応用力を備え、高い学習意欲を有している人を求めます。（知識・理解） 

・指定した教科・科目の学習達成度を測るための学力検査を行います。 

大学入学共通テスト利用入試 

・基礎的学力が体系的に身についており、高い学習意欲を有している人を求めます。（知

識・理解） 

公募制推薦入試 

・高等学校で勉学に真摯に取り組み一定レベルの学力を修得したと認められ、これに加え

て、課外活動、外国語の習得、スポーツや芸術分野への優れた取り組みも評価の対象と

します。書類審査と基礎的な適性調査により選考します。（知識・理解）（関心・意欲・

態度） 

神戸学院大学附属高校特別入試 

・本学の教育理念と本学科の教育目標をよく理解し、高等学校で勉学に真摯に取り組み、

様々な活動をした人を求めます。書類審査、小論文、面接で選考します。（思考・判断・



  

表現）（関心・意欲・態度） 

指定校推薦入試 

・高等学校在学中の学業や課外活動の成果を尊重し、創造的思考力・問題解決力等の面で

豊かな可能性を具えた人を求めます。（知識・理解）（思考・判断・表現） 

・調査書の評定点や課外活動など学業以外の成果を評価します。（関心・意欲・態度）（技

能） 

AO 入試 

高等学校もしくは中等教育学校において積極的な学習意欲をもちながら、課外活動やボラ

ンティア等の社会活動を行うことによって人間的成長を遂げ、それを自分自身の魅力と

してアピールできることを評価します。（思考・判断・表現） 

・本学科の教育目標をよく理解していることが求められます。（関心・意欲・態度） 

・書類審査、小論文、面接で選考します。（思考・判断・表現）（関心・意欲・態度） 

指定クラブ強化入試 

・高等学校もしくは中等教育学校において、スポーツ・文化活動面で優れた能力を発揮し、

大学教育を受けるために必要な基礎学力を有し、入学後も勉学と課外活動を両立させる

強い意志をもつ人を対象とします。（技能・表現） 

・書類審査、面接で選考します。（思考・判断・表現）（関心・意欲・態度） 

外国人留学生入試 

・定められた教育を外国で受けて、本学科の授業を理解できる日本語能力を身につけた外

国人を対象とします。（技能・表現） 

・書類審査、小論文、面接で選考します。（思考・判断・表現）（関心・意欲・態度） 

帰国生入試 

・帰国生を対象としています。 

・書類審査、小論文で選考します。（思考・判断・表現）（関心・意欲・態度） 

社会人入試 

・旺盛な勉学意欲をもつ社会人を対象とします。 

・書類審査、小論文、面接で選考します。（思考・判断・表現）（関心・意欲・態度） 

 

【入試に係る取組・改善状況について】 

大学入学者選抜実施要項に定める入試日程を遵守し、学校推薦型選抜においては、調査書、

高等学校在学時の活動、TOEICや英検を含む検定試験の成績・資格などを活用し、志願者の

能力や適性等を多面的・総合的に評価することに努めている。 

また、試験問題の解答、志願者・合格者・入学者数をはじめ大学選択に係る様々な情報を

大学ホームページや入試関係冊子に掲載し、適切に情報を公開している。 

 

学部等名 栄養学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/public/）              

（概要） 

栄養学部栄養学科の目的は、栄養学についての総合的な知識及び技術を修得し、それを実

社会において実践できる学士(栄養学)の育成を目指すとともに、優れた管理栄養士を養成

することと、栄養学的な視点から健康の維持増進に貢献できる臨床検査技師及び栄養教諭

を養成することとする。 



  

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/diploma.html）             

（概要） 

思考・判断 

1.科学的根拠に基づいて人の健康について考察できる。 

2.栄養学・保健衛生学の学問領域において的確に判断できる。 

関心・意欲 

1.予防医学の知識を使って、地域住民の健康増進に意欲をもって寄与できる。 

2.我が国の超高齢社会に対して関心を持ち、生活習慣病の予防に強い意欲を持っている。 

技能・表現 

1.自分の考えを的確に表現し、人とのコミュニケーションを通じて、適切な栄養の指導、

医学検査を実践できる。 

2.管理栄養士・臨床検査技師・栄養教諭のリーダーとして社会で活躍できる技能を習得し

ている。 

態度 

1.医療関係、食品関係、食育関係などの分野で活躍することを希望する。 

2.上記 1 の分野の担い手として、責任を十分に果たす自覚を持つ。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/curriculum.html）              

（概要） 

栄養学部栄養学科では「食」と「医療」の分野に精通した管理栄養士・臨床検査技師・栄

養教諭を養成するため、充分な知識・技能を段階的に習得できるようカリキュラムを編成

しています。 

 

管理栄養学専攻 

1.1年次では、社会人として必要な基礎知識や語学を身につけるため「共通教育科目」を配

置します。調和のとれた教養教育と基礎教育を体系的に実施して、良識のある管理栄養

士の基盤を構築します。とくに専門科目を学ぶ上で土台となる生物・化学については、

重点的に教授します。 「栄養教諭に関する科目」は 1 年次から開講します。 

2.2年次では、食品の分類や機能、身体の構造や各臓器の役割を学び、食品が体内でどのよ

うに消化・吸収・代謝されるのかなど「専門基礎分野」を学びます。 

3.3年次では、健常者や傷病者の献立や栄養の指導の方法など「専門分野」を学びます。ま

た実験実習を通じて、講義で学んだことを深く理解するとともに、実践力を身につけま

す。 

4.最終年次では、部門に配属され、教員と学生間の密接なコミュニケーションを通して課

題研究がなされ、専門知識が深められます。 

臨床検査学専攻 

1.1年次では、社会人として必要な基礎知識や語学を身につけるため「共通教育科目」を配

置します。調和のとれた教養教育と基礎教育を体系的に実施して、良識のある臨床検査

技師の基盤を構築します。 

2.2、3 年次では、臨床検査技師に必要とされる専門性の高い知識技能と総合的な能力を養

う「専門分野」を教授します。 

3.最終年次では、臨床検査教育に加え、病院での臨地実習を通じて、臨床現場での臨床検

査技師に要求される様々な能力や考え方、ならびに医療従事者としてのモラルが習得さ

れます。また、部門に配属され、実験や調査、教員と学生間の密接なコミュニケ―ショ

ンを通じて課題研究がなされ、専門知識・技術が深められます。 



  

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/admission.html）         

（概要） 

栄養学部では、「自主的で個性豊かな良識ある社会人の育成」を教育の理念・目標に掲げ、

倫理感覚に裏打ちされた人間性豊かな管理栄養士・臨床検査技師・栄養教諭を育成してい

ます。そこで、次のような学生を広く求めています。 

 

1.高等教育の教育課程における基礎的な学力を習得し、健康や医療に科学的な関心を持つ

人 

2.自らあたらしい課題を見つけ挑戦し、健康増進に意欲を持つ人 

3.将来は、管理栄養士・臨床検査技師・栄養教諭の資格を活用し、社会に貢献しようとす

る人 

注)基礎的な学力とは、生物、化学、英語、国語、数学の教科である。 

 

【入試に係る取組・改善状況について】 

大学入学者選抜実施要項に定める入試日程を遵守し、学校推薦型選抜においては、調査書、

高等学校在学時の活動、TOEICや英検を含む検定試験の成績・資格などを活用し、志願者の

能力や適性等を多面的・総合的に評価することに努めている。 

また、試験問題の解答、志願者・合格者・入学者数をはじめ大学選択に係る様々な情報を

大学ホームページや入試関係冊子に掲載し、適切に情報を公開している。 

 

学部等名 薬学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/public/）              

（概要） 

薬学部薬学科の目的は、医療人としての薬剤師に必要な知識及び技術を修得させ、社会の

求める医療のニーズに応えうる問題解決能力を持つた学士（薬学）の育成を行うとともに、

高度の専門知識技能を持つた薬剤師の養成を行うこととする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/diploma.html）             

（概要） 

2023 年度以降入学生 

本学は、建学の精神「真理愛好・個性尊重」すなわち「学びと知の探究を通じて、普遍的

な学問体系の英知に触れる喜びを実感し、その過程で自己と他者の個性に気づき、互いの

存在をこよなく尊重すること」を実践する。教育目標として「自主的で個性豊かな良識あ

る社会人」の育成を目指している。加えて、薬学部は、医療人としての薬剤師に必要な知

識及び技能を修得させ、社会の求める医療のニーズに応えうる問題解決能力を持った学士

（薬学）の育成を行うとともに、高度の専門知識・技能を持った薬剤師として活躍できる

人材の養成を目的としている。この目的を達成するためのカリキュラムを通して、以下の

基本的資質・能力を身につけた学生に学位を授与する。 

 

1.『医療人としての資質』 

医療人として、豊かな人間性と高い倫理観、広い教養をもち、人の命と健康的な生活を守

る使命感、責任感を有している。 

2.『コミュニケーション能力と連携能力』 

医療人として、患者の背景を理解し、多職種との相互理解を深め、積極的に連携・協力し、

薬剤師に求められる行動を実践する能力を有している。 

3.『科学の基礎知識』 

科学者として、生体及び環境に対する医薬品・化学物質等の影響を理解するために必要な

科学に関する基本的な知識と技能を有している。 

4.『薬学の専門知識』 



  

薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専門的な知識を有している。 

5.『保健衛生の専門知識・実践能力』 

医療の担い手として、人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献するための知識と能力を有

している。 

6.『薬物治療の実践能力』 

薬剤師として、患者状態の把握、必要な情報収集と活用、安全で有効な薬物療法の実施と

評価等の薬学的管理を実践する能力を有している。 

7.『医療における課題対応能力』 

医療人として、医療を取り巻く課題に気づき、それらを考察し、課題解決に貢献できる能

力を有している。 

8.『薬学における探求能力』 

薬の専門家として、進歩する医療に対して常に関心や学習意欲をもち、生涯にわたり自己

研鑚に励む態度を有している。 

 

2022 年度以前入学生 

本学は、建学の精神「真理愛好・個性尊重」すなわち「学びと知の探究を通じて、普遍的

な学問体系の英知に触れる喜びを実感し、その過程で自己と他者の個性に気づき、互いの

存在をこよなく尊重すること」を実践する。教育目標として「自主的で個性豊かな良識あ

る社会人」の育成を目指している。加えて、薬学部は、医療人としての薬剤師に必要な知

識及び技能を修得させ、社会の求める医療のニーズに応えうる問題解決能力を持った学士

（薬学）の育成を行うとともに、高度の専門知識・技能を持った薬剤師の養成を目的とし

ている。この目的を達成するためのカリキュラムを通して、以下の基本的資質、態度、能

力を身につけた学生に学位を授与する。 

 

1.医療人として、豊かな人間性と高い倫理観、広い教養をもち、人の命と健康的な生活を

守る使命感、責任感を有している。 

2.科学者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体・環境への作用と影響、及び人体

の構造と機能、疾病の成り立ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知識を有し

ている。 

3.薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専門的な知識を有している。 

4.医療人として、患者の背景を理解し、多職種との相互理解を深め、積極的に連携・協力

し、薬剤師に求められる行動を実践する能力を有している。 

5.薬剤師として、患者状態の把握、必要な情報収集と活用、安全で有効な薬物療法の実施

と評価等の薬学的管理を実践する能力を有している。 

6.医療の担い手として、人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献する能力を有している。 

7.医療人として、医療を取り巻く課題に気づき、それらを考察し、課題解決に貢献できる

能力を有している。 

8.薬剤師として、進歩する医療に対して常に関心や学習意欲をもち、生涯にわたり自己研

鑚に励む態度を有している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/curriculum.html）              

（概要） 

2023 年度以降入学生 

本学薬学部の教育目標である「社会に役立つ、高い資質を持った薬剤師の育成」及び本学

のディプロマ・ポリシーを踏まえ、「薬学教育モデル・コアカリキュラム（平成 25 年度改

訂版）」を基盤として、カリキュラムを編成する。 

 

1.医療人たる良識を身につけるため、言葉や情報を理解し活用する能力を養成する「リテ

ラシー科目」と、基礎的な教養を涵養する「リベラルアーツ科目」を学びます。加えて、

専門教育科目、演習、実習を通して、医療人として必要な知識、使命感、責任感、倫理

観を習得します。 



  

2.医療における接遇・連携能力を身につけるため、ヒューマニズム、コミュニケーション、

選択科目 A 群（多職種連携実践）、事前実習、薬局実習、病院実習等を通して必要とさ

れる行動を実践する能力を養成します。 

3.科学の基礎知識を身につけるため、医薬品を含む化学物質等の特性を理解する化学系科

目、生体・環境への作用と影響を理解する物理系科目、及び人体の構造と機能、疾病の

成り立ちを理解する生物系科目の講義科目を学びます。また、実習、演習を通して技能、

態度、問題発見・解決能力を養成します。 

4.薬学の専門知識を身につけるため、薬物療法を評価し、安全で有効な医薬品の使用を推

進する能力を養成する薬理学、病態治療学、薬剤学、臨床薬学等の講義科目を学びます。

また、実習、演習を通して技能、態度、問題解決能力を養成します。 

5.保健医療の実践能力を身につけるため、衛生薬学等の講義科目を学びます。また、実習、

演習を通して技能、態度、実践能力を養成します。 

6.薬物治療の実践能力を身につけるため、医薬品情報、臨床薬学等の講義科目を学びます。

また、実習、演習を通して技能、態度、実践能力を養成します。 

7.医療における課題対応能力を身につけるため、さまざまな専門知識のより深みを目指し

考えるアドバンスト科目等の講義科目を学びます。また、卒業研究、実習、演習を通し

て技能、態度、実践能力を養成します。 

8.薬学における探求能力を身につけるため、日時進歩する医療の中での薬学の位置づけを

理解する先端医療等の講義科目を学びます。また、卒業研究、実習、演習を通して実践

能力を養成します。 

 

2022 年度以前入学生 

本学薬学部の教育目標である「社会に役立つ、高い資質を持った薬剤師の育成」及び本学

のディプロマ・ポリシーを踏まえ、カリキュラムを編成する。 

 

1.豊かな人間性と高い倫理観、広い教養を涵養し、また、人の命と健康的な生活を守る使

命感、責任感を身につけるため、共通教育科目、「薬学への招待」、「ヒューマニズム」、

「コミュニケーション」、「医療の中の薬学」、「社会の中の薬学」等の講義科目や「早

期体験」、「実習Ⅰ」、「演習Ⅰ」等の実習、演習科目を配置する。 

2.医薬品を含む化学物質等の特性や生体・環境への作用と影響、及び人体の構造と機能、

疾病の成り立ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知識を身につけるため、物

理系科目（物理化学、薬品分析学等）、化学系科目（有機化学、医薬品化学等）、生物系

科目（細胞の分子生物学、生理学等）の講義科目や「実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」、「演習Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲ」等の実習、演習科目を配置する。 

3.身につけた基本的知識を活かし、医薬品及び薬物治療についての専門的な知識を身につ

けるため、「薬理学」、「病態学」、「病態治療学」、「生物薬剤学」、「製剤学」、「調

剤学」、「臨床薬学」等の講義科目や「実習Ⅲ」、「演習Ⅲ」、「実習Ⅳ」、「事前実

習」等の実習、演習科目を配置する。 

4.患者の背景を理解し、多職種との相互理解を深め、積極的に連携・協力し、薬剤師に求

められる行動を実践する能力を身につけるため、「ヒューマニズム」、「コミュニケー

ション」、「医療の中の薬学」、「社会の中の薬学」等の講義科目や「選択科目 A 群（多

職種連携実践）」、「実習Ⅰ」、「実習Ⅳ」、「事前実習」、「薬局実習」、「病院実習」

等の実習、演習科目を配置する。 

5.身につけた専門的知識を活かし、患者状態の把握、必要な情報収集と活用、安全で有効

な薬物療法の実施と評価等の薬学的管理を実践する能力を身につけるため、「医薬品情

報」、「臨床薬学」等の講義科目や「実習Ⅳ」、「事前実習」、「薬局実習」、「病院実

習」、「選択科目 B群（実践医療薬学演習）」等の実習、演習科目を配置する。 

6.人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献する能力を身につけるため、「衛生薬学」、「社

会の中の薬学」等の講義科目や「実習Ⅰ・Ⅲ」、「演習Ⅲ」、「事前実習」、「薬局実

習」、「病院実習」等の実習、演習科目を配置する。 

7.医療を取り巻く課題に気づき、それらを考察し、課題解決に貢献できる能力を身につけ



  

るため、「実習Ⅰ～Ⅳ」、「演習Ⅰ～Ⅲ」、「卒業研究Ⅰ～Ⅲ」、「選択科目 C 群（ア

ドバンスト科目）」等の実習、演習科目を配置する。 

8.進歩する医療に対する関心や学習意欲、及び生涯にわたり自己研鑚に励む態度を身につ

けるため、「先端医療」、「臨床薬学Ⅲ」等の講義科目や「卒業研究Ⅰ～Ⅲ」、「選択科

目 A群（海外の薬剤師に学ぶ）」等の実習、演習科目を配置する。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/admission.html）         

（概要） 

2023 年度以降入学生 

下記の能力を備えた受験生を選抜し入学を許可する。 

1.入学後の修学に必要な基礎学力としての知識を有している。高等学校で履修する国語、

数学、理科、外国語などについて、内容を理解し、高等学校卒業相当の知識を有してい

る。（知識と理解） 

2.物事を多面的かつ論理的に考えることができる。（思考力、判断力） 

3.自分の考えを他人に的確に表現し、伝えることができる。（表現力） 

4.病気、医薬品、自然環境、患者さんの治療などにかかわる諸問題に深い関心を持ち、社

会に積極的に貢献する意欲を有する。（関心、意欲） 

5.対話を通じて、他者との相互理解に努めようとする態度を有している。（態度） 

 

2022 年度以前入学生 

下記の能力を備えた受験生を選抜し入学を許可する。 

 

1.入学後の修学に必要な基礎学力としての知識を有している。高等学校で履修する国語、

数学、理科、外国語などについて、内容を理解し、高等学校卒業相当の知識を有してい

る。（知識と理解） 

2.物事を多面的かつ論理的に考えることができる。（思考力、判断力） 

3.自分の考えを他人に的確に表現し、伝えることができる。（表現力） 

4.病気、医薬品、自然環境、患者さんの治療などにかかわる諸問題に深い関心を持ち、社

会に積極的に貢献する意欲を有する。（関心、意欲） 

5.対話を通じて、他者との相互理解に努めようとする態度を有している。（態度） 

 

【入試に係る取組・改善状況について】 

大学入学者選抜実施要項に定める入試日程を遵守し、学校推薦型選抜においては、調査書、

高等学校在学時の活動、TOEICや英検を含む検定試験の成績・資格などを活用し、志願者の

能力や適性等を多面的・総合的に評価することに努めている。 

また、試験問題の解答、志願者・合格者・入学者数をはじめ大学選択に係る様々な情報を

大学ホームページや入試関係冊子に掲載し、適切に情報を公開している。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/organization.html 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 5人 － 5人 

法学部 － 22人 10人 2人 0人 0人 34人 

経済学部 － 18人 10人 0人 0人 0人 28人 

経営学部 － 17人 11人 0人 0人 0人 28人 

人文学部 － 14人 9人 5人 0人 0人 28人 

心理学部 － 12人 4人 5人 0人 0人 21人 

現代社会学部 － 15人 4人 2人 0人 0人 21人 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部 － 8人 6人 5人 0人 0人 19人 

総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 － 15人 10人 8人 8人 0人 41人 

栄養学部 － 9人 5人 5人 7人 0人 26人 

薬学部 － 21人 6人 15人 11人 5人 58人 

教養部（一般） － 7人 6人 12人 0人 0人 25人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 402人 402人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：神戸学院大学ホームページ（教員総覧） 

 

 https://kenkyu-web.kobegakuin.ac.jp/scripts/websearch/ 

 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

本学では、FDを「本学の教育にかかわるすべての組織及びその構成員が、大学憲章にも

とづく教育目標の達成を目指して行う、教育の質向上のための組織的で継続的な取り組

み」と定義し、活動している。 

また、2017 年 9 月以降は毎年、本学専任教員 FD 活動参加率 100％を達成している。 

全学的な 2024 年度実施スケジュールについては以下の通りである。なお、これとは別

途、各学部・研究科で独自の FDを実施する。 

 

2024年 

4 月 新採用教員対象 FDオンデマンド講座 

7 月 前期授業アンケート 

9 月 FDセミナー「生徒化する大学生（仮）」 

未定 FDセミナー（内容未定） 

 

2025年 

1 月 後期授業アンケート 
 

 

 

 

 

 



  

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

法学部 450人 479人 106.4％ 1,808人 1,987人 109.9％ 4人 0人 

経済学部 340人 367人 107.9％ 1,368人 1,499人 109.6％ 4人 3人 

経営学部 340人 351人 103.2％ 1,368人 1,512人 110.5％ 4人 1人 

人文学部 300人 322人 107.3％ 1,208人 1,240人 102.6％ 4人 0人 

心理学部 150人 172人 114.7％ 600人 647人 107.8％ 若干名 0人 

現代社会学部 220人 247人 112.3％ 880人 954人 108.4％ 若干名 0人 
グローバル・コミュ

ニケーション学部 180人 215人 119.4％ 720人 735人 102.1％ 若干名 1人 
総合リハビリテーシ

ョン学部 170人 166人 97.6％ 680人 670人 98.5％ 若干名 0人 

栄養学部 160人 114人 71.3％ 640人 566人 88.4％ 若干名 0人 

薬学部 250人 185人 74.0％ 1,500人 1,386人 92.4％ 若干名 1人 

合計 2,560人 2,618人 102.3％ 10,772人 11,196人 103.9％ 16人 6人 

（備考） 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

法学部 
422人 

（100％） 

13人 

（ 3.1％） 

347人 

（ 82.2％） 

62人 

（  14.7％） 

経済学部 
293人 

（100％） 

3人 

（  1.0％） 

259人 

（  88.4％） 

31人 

（  10.6％） 

経営学部 
329人 

（100％） 

3人 

（  0.9％） 

288人 

（  87.5％） 

38人 

（  11.6％） 

人文学部 
289人 

（100％） 

6人 

（  2.1％） 

261人 

（  90.3％） 

22人 

（  7.6％） 

心理学部 
139人 

（100％） 

15人 

（  10.8％） 

105人 

（  75.5％） 

19人 

（  13.7％） 

現代社会学部 
213人 

（100％） 

4人 

（  1.9％） 

187人 

（  87.8％） 

22人 

（  10.3％） 

グローバル・コミュ

ニケーション学部 
156人 

（100％） 

7人 

（  4.5％） 

130人 

（  83.3％） 

19人 

（  12.2％） 

総合リハビリテー

ション学部 
144人 

（100％） 

1人 

（  0.7％） 

134人 

（  93.1％） 

9人 

（  6.3％） 

栄養学部 
150人 

（100％） 

1人 

（  0.7％） 

121人 

（  80.7％） 

28人 

（  18.7％） 

薬学部 
210人 

（100％） 

2人 

（  1.0％） 

188人 

（  89.5％） 

20人 

（  9.5％） 

合計 
2,345人 

（100％） 

55人 

（  2.3％） 

2,020人 

（  86.1％） 

270人 

（  11.5％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

〇進学先 

愛知大学大学院、大阪公立大学大学院、大阪教育大学大学院、神戸大学大学院、兵庫県立大学大学院、兵



  

庫教育大学大学院、香川大学大学院、関西大学大学院、関西学院大学大学院、立命館大学大学院、青山大

学大学院、神戸外国語大学大学院、神戸学院大学大学院 

 

〇就職先 

アイリスオーヤマ、グローリー、バンドー化学、リンナイ、ＴＯＴＯ、能美防災、六甲バター、良品計画、

ファミリア、アルフレッサ、大塚商会、住電商事、ニトリ、日本調剤、西日本旅客鉄道、近畿日本鉄道、

阪急電鉄、ＪＡＬスカイ、日本銀行、りそな銀行、みなと銀行、関西みらい銀行、尼崎信用金庫、播州信

用金庫、日本生命保険相互会社、有限監査法人トーマツ、近鉄不動産、住友林業、大和ハウス工業、積水

ハウス、神戸赤十字病院、兵庫県福祉事業団、日清医療食品、厚生労働省、国土交通省、大阪国税局、兵

庫県庁、京都府庁、広島県庁、神戸市役所、西宮市役所、姫路市役所、芦屋市役所、警視庁、兵庫県警察

本部、大阪府警察本部、神戸市消防局、西宮市消防局、明石市消防局 

 

（備考） 

 
c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

法学部 
464人 

（100％） 

378人 

（81.5％） 

50人 

（10.8％） 

36人 

（7.8％） 

0人 

（0％） 

経済学部 
321人 

（100％） 

260人 

（81.0％） 

31人 

（9.7％） 

30人 

（9.3％） 

0人 

（0％） 

経営学部 
351人 

（100％） 

306人 

（87.2％） 

20人 

（5.7％） 

25人 

（7.1％） 

0人 

（0％） 

人文学部 
318人 

（100％） 

254人 

（79.9％） 

30人 

（9.4％） 

34人 

（10.7％） 

0人 

（0％） 

心理学部 
153人 

（100％） 

128人 

（83.7％） 

12人 

（7.8％） 

13人 

（8.5％） 

0人 

（0％） 

現代社会学部 
226人 

（100％） 

199人 

（88.1％） 

18人 

（8.0％） 

9人 

（4.0％） 

0人 

（0％） 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆ

ｹｰｼｮﾝ学部 

180人 

（100％） 

140人 

（77.8％） 

20人 

（11.1％） 

20人 

（11.1％） 

0人 

（0％） 

総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼ

ｮﾝ学部 

166人 

（100％） 

126人 

（75.9％） 

27人 

（16.3％） 

13人 

（7.8％） 

0人 

（0％） 

栄養学部 
154人 

（100％） 

126人 

（81.8％） 

20人 

（13.0％） 

8人 

（5.2％） 

0人 

（0％） 

薬学部 
238人 

（100％） 

151人 

（63.4％） 

65人 

（27.3％） 

22人 

（9.2％） 

0人 

（0％） 

合計 
2,571人 

（100％） 

2,068人 

（80.4％） 

293人 

（11.4％） 

210人 

（8.2％） 

0人 

（0％） 

（備考） 

中途退学者には除籍を含む。また、入学後に転学部した学生（7名）は、以下のとおり転学部先の学部に

おいて入学したものとして計上。 

・法学部 ：1名、（転学部先）現代社会学部 1名 

・経済学部 ：3名、（転学部先）人文学部 1名、法学部 1名、現代社会学部 1名 

・総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 ：2名、（転学部先）経済学部 1名、現代社会学部 1名 

・栄養学部：1名、（転学部先）人文学部１名 

・薬学部（2018年度生）転学部：3名（2018年度生のため転学先ではカウントしない。） 

 

 

 



  

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

本学では、シラバスの項目や記入方法を全学的に統一している。具体的には、「シラバ

ス作成マニュアル」を全教育職員に配付し、シラバスの質保証に努めている。 

また、本学では、次年度のシラバスを毎年 11 月から翌年 1 月頃までにかけて作成し、

3月に教務センターが実施する「履修ガイダンス」に先だって、あらかじめ広く一般に公

表している。 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

本学では「学則」および「学科目履修規則」において、各授業科目の単位、授業科目履

修方法、履修科目修了の認定、履修成績等について定めるとともに、「シラバス（授業計

画）」の「提出課題など」と「成績評価方法・基準」において、各授業科目の成績評価に

関する事項をあらかじめ公表している。 

具体的な成績評価方法については、「授業中の質疑・発表」、「小テスト」、「中間テ

スト」、「レポート」、「定期試験」等とし、その評価は、秀（90点以上）、優（80点以

上 90 点未満）、良（70 点以上 80 点未満）、可（60 点以上 70 点未満）、（不可 60 点未

満）をもって表示し、秀、優、良、可を合格、不可を不合格としている。 

また、本学では「全学共通ＧＰＡ」を制定している。具体的には、秀＝Ｓ（4点）、優

＝Ａ（3点）、良＝Ｂ（2点）、可＝Ｃ（1点）、不可＝Ｄ（0点）、無評価＝／（0点）

をＧＰ（Grade Point）とし、以下の式を用いて「全学共通ＧＰＡ」を算出している。 

{（4×Ｓの修得単位数）＋（3×Ａの修得単位数）＋（2×Ｂの修得単位数）＋（1×Ｃの修

得単位数）}÷履修したすべての科目の単位数の合計（Ｓ＋Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋／） 

上記した「全学共通ＧＰＡ」を公式ホームページにて公表し、且つ学生に向けては「履

修の手引」にも同様の内容を掲載することで、算出方法や学内外での利用方法について周

知を図っている。 

加えて、「学科目履修規則」において、学生が、定められた期間に履修取消申請をし、

許可された場合や、病気等により長期欠席となり履修中止申請をし、許可された場合は、

履修登録を取り消すことができる旨を規定している。 

本学では「学則」、「学位規則」及び「学科目履修規則」に則り卒業認定を行っている。

また、卒業の認定方針については、全学の「ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与

の方針）」を定め、その下にすべての学部学科等のポリシーを定めている。 

具体的には、「学位規則」に、学士の学位を授与するものを定め、その方針を全学およ

び学部学科等の「ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）」にて明示してい

る。当該方針は、本学公式ホームページにて公表し、且つ学生に向けては「履修の手引」

にも同様の内容を掲載することで周知を図っている。 

上記した方針をカリキュラムに反映するため、「学則」および「学科目履修規則」にお

いて、卒業に必要な要件である科目数と単位数を定めている。また、学生の卒業及び学位

の授与は「学則」に基づき、学長が決定を行う。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要とな

る単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

法学部 法律学科 124単位 ○有 ・無 各学期 24単位 

経済学部 経済学科 124単位 ○有 ・無 各学期 24単位 

経営学部 経営学科 124単位 ○有 ・無 各学期 24単位 



  

人文学部 人文学科 124単位 ○有 ・無 

各学期 24単位 

2年次以上で、かつ履修

科目を登録する時点にお

ける通算 GPAが 3.3以上

の者は、26単位以内とす

る。 

心理学部 心理学科 124単位 ○有 ・無 

各学期 24単位 

2年次以上において、履

修科目を登録する時点に

おける通算 GPAが 3.0以

上の者は、28単位を上限

とする。 

現代社会学部 

現代社会学科 124単位 ○有 ・無 

1年次のみ前後期とも 24

単位、以降各学期 22単

位 

社会防災学科 124単位 ○有 ・無 

1年次のみ前後期とも 24

単位、以降各学期 22単

位 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆ

ｹｰｼｮﾝ学部 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆ

ｹｰｼｮﾝ学科 
124単位 ○有 ・無 各学期 24単位 

総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼ

ｮﾝ学部 

理学療法学科 124単位 ○有 ・無 

1年次のみ前期 26単位、

後期 23単位、以降各学

期 24単位 

作業療法学科 124単位 ○有 ・無 
1年次前期のみ 25単位、

以降各学期 24単位 

社会ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼ

ｮﾝ学科 
124単位 ○有 ・無 

前期 24単位 

後期 25単位 

栄養学部 栄養学科 124単位 ○有 ・無 

・管理栄養学専攻は 1年

次のみ通年 50単位、以

降通年 55単位 

・臨床検査学専攻は 1年

次のみ通年 55単位、以

降通年 50単位 

薬学部 薬学科 186単位 ○有 ・無 
1年次のみ通年 79.5単

位、以降通年 55単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記

載事項） 

公表方法： 

神戸学院大学公式ホームページ「成績評価・ＧＰＡ制度」 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/public/evaluation_gpa.html 

ただし、薬学部では、選択必修の専門教育科目に限定して算出する「薬学

GPA」を併用しており、これを履修指導や進級要件に利用している。 

学生の学修状況に係る参考

情報（任意記載事項） 

公表方法： 

・神戸学院大学公式ホームページ「入学者数、収容定員及び在学生数、卒業

又は修了した者の数並びに就職者数、その他進学及び就職等の状況に関する

こと」 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/public/ 

・神戸学院大学公式ホームページ「第 59回理学療法士・作業療法士および

第 36回社会福祉士・第 26回精神保健福祉士国家試験について」 

https://www.kobegakuin.ac.jp/education/faculty_rehabilitation/news/

b73fd2bfd7d10cf5b7a3.html 

・神戸学院大学公式ホームページ「第 38回管理栄養士国家試験について」 

https://www.kobegakuin.ac.jp/news/7339748aa28b60d326f2.html 

・神戸学院大学公式ホームページ「第 70回臨床検査技師国家試験について」 

https://www.kobegakuin.ac.jp/news/849df38b75c9d6c8298e.html 

・神戸学院大学公式ホームページ「第 109回薬剤師国家試験について」 

https://www.kobegakuin.ac.jp/education/faculty_pharmacy/news/1e1904

77d96a1532a271.html 



  

・神戸学院大学公式ホームページ「教員採用試験合格・進学状況」 

https://www.kobegakuin.ac.jp/cte/result/ 

・神戸学院大学公式ホームページ「学生の学修行動に関する調査結果」 

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/public/gakushu.html 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.kobegakuin.ac.jp/information/public/ 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

2019年度以前入学生（2年目以降） 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

法学部 法律学科 

720,000円 0円 200,000円 施設設備維持充実費 経済学部 経済学科 

経営学部 経営学科 

人文学部 人文学科 750,000円 0円 200,000円 施設設備維持充実費 

心理学部 心理学科 800,000円 0円 300,000円 施設設備維持充実費 

現代社会

学部 

現代社会

学科 
800,000円 0円 200,000円 施設設備維持充実費 

社会防災

学科 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学部 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学科

英語ｺｰｽ 

800,000円 0円 200,000円 施設設備維持充実費 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学科

中国語ｺｰ

ｽ 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学科

日本語ｺｰ

ｽ 

総合ﾘﾊﾋﾞ

ﾘﾃｰｼｮﾝ学

部 

理学療法

学科 
1,350,000円 0円 400,000円 施設設備維持充実費 

作業療法

学科 

社会ﾘﾊﾋﾞ

ﾘﾃｰｼｮﾝ学

科 

900,000円 0円 300,000円 施設設備維持充実費 



  

栄養学部 

栄養学科

管理栄養

学専攻 

800,000円 0円 400,000円 施設設備維持充実費 

栄養学科

生命栄養

学専攻 

1,000,000円 0円 400,000円 施設設備維持充実費 

薬学部 薬学科 1,395,000円 0円 400,000円 施設設備維持充実費 

 

2020年度以降～2022 年度以前入学生（2年目以降） 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 

備考 

（任意記載事項） 

法学部 法律学科 

770,000円 0円 210,000円 施設設備維持充実費 経済学部 経済学科 

経営学部 経営学科 

人文学部 人文学科 800,000円 0円 210,000円 施設設備維持充実費 

心理学部 心理学科 850,000円 0円 310,000円 施設設備維持充実費 

現代社会

学部 

現代社会

学科 
850,000円 0円 210,000円 施設設備維持充実費 

社会防災

学科 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学部 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学科

英語ｺｰｽ 

850,000円 0円 210,000円 施設設備維持充実費 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学科

中国語ｺｰ

ｽ 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学科

日本語ｺｰ

ｽ 

総合ﾘﾊﾋﾞ

ﾘﾃｰｼｮﾝ学

部 

理学療法

学科 
1,360,000円 0円 400,000円 施設設備維持充実費 

作業療法

学科 

社会ﾘﾊﾋﾞ

ﾘﾃｰｼｮﾝ学

科 

910,000円 0円 300,000円 施設設備維持充実費 

栄養学部 

栄養学科

管理栄養

学専攻 

860,000円 0円 420,000円 施設設備維持充実費 

栄養学科

臨床検査

学専攻 

1,060,000円 0円 420,000円 施設設備維持充実費 



  

薬学部 薬学科 1,455,000円 0円 420,000円 施設設備維持充実費 

 

2023年度以降入学生（2年目以降） 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 

備考 

（任意記載事項） 

法学部 法律学科 
770,000円 0円 210,000円 施設設備維持充実費 

経済学部 経済学科 

経営学部 

経営学科 

経営・会

計専攻 

770,000円 0円 210,000円 施設設備維持充実費 

経営学科 

データサ

イエンス

専攻 

850,000円 0円 210,000円 施設設備維持充実費 

人文学部 人文学科 800,000円 0円 210,000円 施設設備維持充実費 

心理学部 心理学科 850,000円 0円 310,000円 施設設備維持充実費 

現代社会

学部 

現代社会

学科 
850,000円 0円 210,000円 施設設備維持充実費 

社会防災

学科 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学部 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学科

英語ｺｰｽ 

850,000円 0円 210,000円 施設設備維持充実費 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学科

中国語ｺｰ

ｽ 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学科

日本語ｺｰ

ｽ 

総合ﾘﾊﾋﾞ

ﾘﾃｰｼｮﾝ学

部 

理学療法

学科 
1,360,000円 0円 400,000円 施設設備維持充実費 

作業療法

学科 

社会ﾘﾊﾋﾞ

ﾘﾃｰｼｮﾝ学

科 

910,000円 0円 300,000円 施設設備維持充実費 

栄養学部 

栄養学科

管理栄養

学専攻 

860,000円 0円 420,000円 施設設備維持充実費 

栄養学科

臨床検査

学専攻 

1,060,000円 0円 420,000円 施設設備維持充実費 



  

薬学部 薬学科 1,455,000円 0円 420,000円 施設設備維持充実費 

 

 

2024年度以降入学生（※入学初年度） 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 

備考 

（任意記載事項） 

法学部 法律学科 
780,000円 200,000円 230,000円 施設設備維持充実費 

経済学部 経済学科 

経営学部 

経営学科 

経営・会

計専攻 

780,000円 200,000円 230,000円 施設設備維持充実費 

経営学科 

データサ

イエンス

専攻 

840,000円 200,000円 230,000円 施設設備維持充実費 

人文学部 人文学科 810,000円 200,000円 230,000円 施設設備維持充実費 

心理学部 心理学科 810,000円 200,000円 310,000円 施設設備維持充実費 

現代社会

学部 

現代社会

学科 
840,000円 200,000円 230,000円 施設設備維持充実費 

社会防災

学科 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学部 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学科

英語ｺｰｽ 

860,000円 200,000円 230,000円 施設設備維持充実費 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学科

中国語ｺｰ

ｽ 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学科

日本語ｺｰ

ｽ 

総合ﾘﾊﾋﾞ

ﾘﾃｰｼｮﾝ学

部 

理学療法

学科 
1,320,000円 250,000円 400,000円 施設設備維持充実費 

作業療法

学科 

社会ﾘﾊﾋﾞ

ﾘﾃｰｼｮﾝ学

科 

870,000円 200,000円 300,000円 施設設備維持充実費 

栄養学部 

栄養学科

管理栄養

学専攻 

850,000円 250,000円 440,000円 施設設備維持充実費 

栄養学科

臨床検査

学専攻 

1,050,000円 250,000円 440,000円 施設設備維持充実費 



  

薬学部 薬学科 1,405,000円 250,000円 440,000円 施設設備維持充実費 

 

 

2024年度以降入学生（※2年目以降） 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 

備考 

（任意記載事項） 

法学部 法律学科 
820,000円 0円 230,000円 施設設備維持充実費 

経済学部 経済学科 

経営学部 

経営学科 

経営・会

計専攻 

820,000円 0円 230,000円 施設設備維持充実費 

経営学科 

データサ

イエンス

専攻 

880,000円 0円 230,000円 施設設備維持充実費 

人文学部 人文学科 850,000円 0円 230,000円 施設設備維持充実費 

心理学部 心理学科 850,000円 0円 310,000円 施設設備維持充実費 

現代社会

学部 

現代社会

学科 
880,000円 0円 230,000円 施設設備維持充実費 

社会防災

学科 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学部 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学科

英語ｺｰｽ 

900,000円 0円 230,000円 施設設備維持充実費 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学科

中国語ｺｰ

ｽ 

ｸﾞﾛｰﾊﾞ

ﾙ・ｺﾐｭﾆｹ

ｰｼｮﾝ学科

日本語ｺｰ

ｽ 

総合ﾘﾊﾋﾞ

ﾘﾃｰｼｮﾝ学

部 

理学療法

学科 
1,360,000円 0円 400,000円 施設設備維持充実費 

作業療法

学科 

社会ﾘﾊﾋﾞ

ﾘﾃｰｼｮﾝ学

科 

910,000円 0円 300,000円 施設設備維持充実費 

栄養学部 

栄養学科

管理栄養

学専攻 

890,000円 0円 440,000円 施設設備維持充実費 

栄養学科

臨床検査

学専攻 

1,090,000円 0円 440,000円 施設設備維持充実費 



  

薬学部 薬学科 1,465,000円 0円 440,000円 施設設備維持充実費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

【修学支援の方針】 

建学の精神「真理愛好・個性尊重」に基づき、全学の教育目標である「自主的で個性豊

かな良識のある社会人の育成」を実現するために、全学の修学支援の方針を以下のとおり

とする。 

 

１.各学部・研究科において指導教員制度を実施し、学部・研究科、教務センターとの連携 

の下に、きめ細やかな修学支援・指導を行う。 

２.成績不振者、留年者に対しては、修学状況の改善のために、指導教員を中心に、学部、 

教務センターが連携して適切な支援・指導を行う。 

３.障がいのある学生に対して適切な支援体制を整備し、個々の学生にとって有効な学習環 

境・修学支援を提供する。 

４.本学独自の奨学金制度・奨励金制度により、意欲のある学生に適切な修学環境を提供す 

る。 

 

各学部において指導教員制度を実施し、教務センターと連携してきめ細やかな修学支 

援・指導を行っている。日頃からオフィスアワーを設け指導教員と学修相談ができる体制 

を整えており、特に成績不振者については一定の基準を定め、該当する学生を指導教員が 

個々に指導している。また 保証人にも半年ごとに成績を開示しており、成績不振者に該当 

する場合はその旨を併せて通知し情報を共有している。留年者についても、同様に成績発 

表時に指導教員が指導を行っている。 

  休学及び退学を願い出るにあたっては、指導教員が事前に相談にあたり、指導教員の了 

承のもとで願い出する体制を取ることにより学業の継続のための適切な支援・指導をする 

機会を確保している。 

高校からの学修と大学教育の円滑な接続を図るため全学部を対象とする共通教育科目に 

高大接続分野科目を開設している。ここで高校時の履修状況に配慮した補充（リメディア 

ル） 教育の一環として各分野の基礎知識を修得させるため、1年次に「近現代史概論Ⅰ・ 

Ⅱ」「生物学概論Ⅰ・Ⅱ」「化学概論Ⅰ・Ⅱ」「数理科学基礎Ⅰ・Ⅱ」を開講している。 

さらに各学部においては初年次に「入門演習」や「基礎演習」を開設し、大学生活への 

導入教育を行うことで離学の防止につなげている。 

奨学金・奨励金制度については、学生が安心した学生生活を送ることができるよう、経 

済支援を目的とした奨学金をはじめ、学業奨励・課外活動等支援を目的とした奨学金な 

ど、様々な奨学金制度（奨励金・学費免除）を設けている。学生が利用できる経済支援型 

の奨学金、学術分野や社会活動等での優秀者や学業成績優秀者に対する奨励金、クラブ活 

動に励む学生が利用できる奨学金、私費外国人留学生が利用できる学内外の奨学金、海外 

への留学を希望する学生が利用できる奨学金等がある。 

  また、学費を一括で納入することが困難な者に、学費延納制度を設けている。学費納入  

期限の延長を希望する者は、前期・後期とそれぞれ申請が必要になる。延納を許可された 

者は、前期学費を 4月末日から 6月末日まで、後期学費を 10月末日から 12 月末日まで期 

限を延長し、学費を納入することができる。さらに、延納を許可された者で、やむを得な 

い事情により、所定の期日までに納入できないときは、学費延納特別猶予願を提出し、納 

入期限を延期することができる（前期 7月末日まで、後期１月末日まで）。 

  2015 年度より本学の学生が正課や課外の通常の活動範囲を超えて、自由な発想でプロジ 

ェクトを企画し、活動を通して成長を支援することを目的とした「学生チャレンジプロジ 

ェクト」を実施している。学生自らが考えた企画に対して、1件 30万円（踏み出し支援） 



  

または 50万円（高度化支援）を上限（5件程度採択）として助成金を支給し、学生の主体 

的・自主的な活動を支援している。また、学生の成長を支援するために、スタートアップ 

研修、プレゼンテーション研修、フォローアップ研修といった 3つの研修を実施してい 

る。 

  障がいのある学生への支援については、障がい等の理由により、学生生活を送るうえで 

困難なことや、授業等での困りごとに関する相談窓口として、学生支援センターに障がい 

学生支援コーディネーターを配置している。また、コーディネーターとの相談の上、必要 

に応じて、修学上の配慮要望に関する申請を行うことができる。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

【進路支援の方針】 

建学の精神「真理愛好・個性尊重」に基づき、「自主的で個性豊かな良識のある社会人 

育成」を実現するために、全学の進路・就職支援の方針を以下のとおりとする。 

 

1.学生が自分の個性にあった進路・就職先を見つけられるように多様な支援を行う。 

2.各行政機関との就職支援協定を活かし、UIJ ターンして地方の活性化に貢献できる学生 

 を育成する。 

 

キャリアセンターでは、各学年を対象にした就職ガイダンス（講座）や「履歴書・エン 

トリーシート作成」「面接対策」「業界研究」など、就職活動に役立つセミナー等を体系 

的に開催しています。 

また、オンラインによる採用選考を支援するため、２つのキャンパスのキャリアセンタ 

ー内に「オンライン選考用個室ブース」を設置しています。 

さらに、各キャンパスにキャリアカウンセラー等の資格を有する進路相談員を配置し、対 

面による相談に加えて、Zoom によるオンライン相談も可能な学生相談体制を整え、エント 

リーシート添削指導、面接練習等の細かな指導を行うなど、専門知識を生かして、学生の 

希望進路の実現に向けた各種アドバイス・指導を行っています。 

その他、企業からの求人情報を Web で確認できる就職情報管理 Webシステムを導入し、 

合同企業説明会、インターンシップ等の情報をはじめ、既卒者、留学生、障がいのある学 

生等に対する就職情報の提供に加え、21府県と就職支援協定を締結し、各府県と連携しな 

がら地方就職を希望する学生に情報発信するなど、幅広くフォローしています。 

 

（本学 HP就職情報・キャリアサポートページより抜粋） 

https://www.kobegakuin.ac.jp/career/center/ 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

【生活支援の方針】  

建学の精神「真理愛好・個性尊重」、並びに神戸学院大学憲章に定める教育基本理念 

「生涯にわたる人間形成の基礎となる教育」に基づき、すべての学生が充実した大学生活 

を送るための多面的で総合的な支援活動を生活支援に関する基本方針とし、以下によりそ 

の実現を目指す。  

 

  １.健康的で充実した学生生活の実現に向けての支援を行う。  

  ２.安心安全で快適なキャンパスを実現するため、大学環境を整備する。  

  ３.課外活動を奨励、支援する。  

 

医務室は年 1 回定期健康診断を実施し、学生の健康管理を行っている。また、けがの応急 

処置や体調不良時の対応を行い、必要に応じて学校周辺の病院を紹介している。身体的・精 

神的な相談や悩みなどについては、学校医により専門的なアドバイスを受けることができ 

https://www.kobegakuin.ac.jp/career/center/


  

る。 

学生相談室では、大学生活の中で、学生が抱えるさまざまな悩みごとの相談を受け付け 

ている。専門のカウンセラーが学業、進路、人間関係、生活上のことなどの相談に応じて 

いる。どのような相談でも、気軽に学生相談室を訪ねることができ、学生の気持ちを尊重 

しながらカウンセラーがじっくり話を聴き、一緒に解決の糸口を見つけている。相談内容 

の秘密は守られる。  

ハラスメント相談室では、ハラスメントに関する専門知識を持つ専門相談員が、ハラス 

メントの被害を受けた相談者の事情を聞き、相談者の立場に立って相談に応じる。専門相 

談員は、相談者の問題が少しでも改善されるよう一緒に考え、適切な情報提供と助言を行 

い、問題解決のための全過程において相談者の自己決定と権利回復を援助する。相談者の 

プライバシーを最大限保護し、秘密を厳守している。 

  また、教育研究活動中に生じた事故に備え、入学時に学生教育研究災害傷害保険（以 

降、学研災）及び通学中等傷害危険担保特約に全員加入しており、大学で保険金の申請手 

続きを受け付けている。また、任意加入できる学研災付帯賠償責任保険の案内・加入手続 

き、学研災ではカバーできない範囲まで補償を広げた神戸学院大学学生総合補償制度の案 

内も行っている。さらに、課外活動団体に対しては、スポーツ安全保険への加入費用を大 

学と同窓会とで全額負担している。体育会団体は全員加入するように案内しており、それ 

以外の団体は任意加入としている。 

  その他、医療費補助制度を設け、学研災やスポーツ安全保険で賄えなかった医療費を補 

助している。神戸学院大学傷害医療費補助の対象は正課中、学校行事中であり、教育後援 

会傷害医療費補助の対象は課外活動中である。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.kobegakuin.ac.jp/information/public/ 

  

備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（任意様式） 

 

○総合知を育成するための学生の学びの充実に向けた取り組み 

教育未来創造会議第一次提言（令和 4年 5 月 10日）「（2）学部・大学院を通じた

文理教育の推進と卒業後の人材受入れ強化」の＜具体的取組＞に基づき記載 

 
①STEAM 教育の強化・文理横断による総合知創出 

＜具体的取組＞ ＜本学の取組＞ 

【入試科目の見直し】 

・人文・社会科学系における理系科目や、自

然科学系における文系科目の設定といった、

大学入学者選抜における文理横断の観点から

の出題科目の見直しを促進する。 

一部の理系学部において文系科目（国語）、

全文系学部において理系科目（数学）を入試

に設定しているほか、大学入学共通テストを

利用する入試においては、文系学部で理系科

目、理系学部で文系科目を判定に利用できる

等、受験生が多様な選択をできるよう、入試

科目の設定を行っている。 

 

【入学後の文理横断型の教育】 

・文理横断による総合知の創出を図るための

論理的思考力と規範的判断力を磨き、課題発

見・解決力、未来社会の構想・設計力を身に

付けるリベラルアーツ教育の強化や、ダブル

メジャー、メジャー・マイナーなどの複数専

攻の学修を促進する。 

 

・本学では、全学的な協力体制の下に、全学

共通の教養教育・基礎教育を充実させるため

に、「共通教育プログラム」を実施してい

る。共通教育科目は、「リテラシー領域」と

「リベラルアーツ領域」の 2 つの領域で構成

しており、何れにおいても文理融合型の科目

設置を行っている。これは、文理 10学部を

要する総合大学である特色に他ならず、ほぼ

全ての学部で共通教育科目の一定単位数の修

得を卒業要件としている。 

・本学では、法、経済、経営、人文、現代社

会学部に入学した学生が、学部の専門分野を

学びながら、「スポーツ」について理論と実

践を多面的に学ぶ副専攻的な教育プログラム

である「スポーツサイエンス・ユニット」を

置いている。2年次生から選択可能（ただし

選抜を行うもの）であり、スポーツ振興を支

える専門家の育成を目的に、次の各種資格取

得も可能となっている。 

日本体育協会公認スポーツリーダー 

NSCA認定ストレングス＆コンディショニ

ングスペシャリスト（CSCS） 

NSCA認定パーソナルトレーナー（NSCA-

CPT） 

健康運動実践指導者 

レクリエーション・インストラクター 

 



  

【入学後の文理横断型の教育】 

【複線的・多面的な学び】 

・学部等の枠を超えた大学入学者選抜の実施

などによる入学後の専攻分野の決定 

（レイトスペシャライゼーション）や、入学

後の専攻分野の転換、編入学など、学生が大

学での学修の中で専攻分野を決定したり、専

攻分野の転換をより容易にしたりする等の複

線的・多面的な学びの実現を図る。 

 

・転学部制度（転学科、転専攻を含む）を設

けており、学生が学修する上で、専攻分野の

変更を希望する場合は転学部の選考を合格す

ることで、専攻分野を変更することができ

る。（申請条件、受入れ年次、選考方法は学

部によって異なる。） 

【全学的なデータサイエンス教育等の総合知

を育成するための学生の学びの充実に向けた

取組】 

・全学的なデジタルリテラシーの向上に向け

た基礎素養としてのデータサイエンス等の履

修促進や既存の理工系大学等における現職・

実務家教員向けのリスキル・プログラムの開

設を支援する。その際、オンラインを積極的

に活用して優れた授業を活用する単位互換や

研修を促進する。 

 

【入学後の文理横断型の教育】に記した「共

通教育プログラム」の「リテラシー領域」

に、かねてより「情報分野」を置いていた

が、2022 年度に、当該分野に「データサイ

エンス基礎」と「データサイエンス」を新た

に開講した。 

当該 2科目は 2022 年度以降新たに入学した

学生全員が履修可能である。また、履修学生

数増進と教育効果の向上の両面に鑑みて、2

科目とも映像等のオンデマンド教材を用いた

遠隔授業としている。さらに、学生の学修を

サポートするため 2科目とも複数名の教員が

担当し、学生からの質問へのフィードバック

を行っている。 

なお、これら 2 科目による「数理・データサ

イエンス・AI教育プログラム」は、「文部

科学大臣認定 数理・データサイエンス・Ａ

Ｉ教育プログラム（リテラシーレベル）」で

ある（認定の有効期限：2028 年 3月 31 日ま

で）。 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以
下の場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載する
こと。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分とは、それぞれ大学等における修
学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３
号、第４号に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取
消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより
認定の取消しを受けた者の数

年間

1,432人

後半期

1,331人

816人

175人

0人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

神戸学院大学

学校法人神戸学院

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

1,369人

856人第Ⅰ区分

第Ⅱ区分 325人 340人内
訳 188人

0人

家計急変による
支援対象者（年間）

－

1,439人

第Ⅲ区分

第Ⅳ区分

合計（年間）

学校コード（13桁） F128310108730

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことによ
り認定の取消しを受けた者の数

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 －

年間計 －

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著
しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認
定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

－ 人 人

55人 人 人

人 人

37人 人 人

退学 0人

右以外の大学等

後半期前半期年間

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了で
きないことが確定

修得単位数が標準単位数の
５割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の５割以下）

出席率が５割以下その他学
修意欲が著しく低い状況

41人 人 人

14人 人 人

「警告」の区分に連続して
該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を
受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 124人 人 人

出席率が８割以下その他学
修意欲が低い状況

0人 人 人

（備考）

修得単位数が標準単位数の
６割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の６割以下）

－ 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 122人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定
の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の
停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）
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